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1
月
26
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
「
レ

ミ
オ
ロ
メ
ン
」
メ
ン
バ
ー
の
藤
巻
亮
太

さ
ん（
ボ
ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー
担
当
）、
前

田
啓
介
さ
ん（
ベ
ー
ス
担
当
）、
神
宮
司

治
さ
ん（
ド
ラ
ム
担
当
）。
3
人
は
旧
御

坂
町
の
出
身
で
、
平
成
12
年
に
「
レ
ミ

オ
ロ
メ
ン
」
を
結
成
し
、
昨
年
は
全
国

ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て

い
ま
す
。
 

昨
年
末
、「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
」
紅
白

歌
合
戦
出
場
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た

こ
と
か
ら
、
地
元
御
坂
町
で
は
住
民
有

志
に
よ
る
「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
と
笛
吹
を

応
援
す
る
会
」
が
発
足
し
、
市
役
所
に

も
大
き
な
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
飾
る

な
ど
し
て
、「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
」
を
応

援
し
ま
し
た
。
 

紅
白
歌
合
戦
当
日
に
は
、
御
坂
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
同
会
主
催
に

よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
 

催
。
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

彼
ら
の
雄
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
会
場
に
駆
け
つ
 

け
、
来
場
者
が
見
守
る
中
、
紅
白
歌
合

戦
に
出
場
し
た
彼
ら
は
「
粉
雪
」
を
熱

唱
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
 

表
敬
訪
問
で
は
、
そ
の
紅
白
歌
合
戦

出
場
の
際
の
様
子
や
4
月
に
新
し
く
で

き
る
笛
吹
高
校
の
こ
と
な
ど
を
話
題
 

に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
メ
ン
バ

ー
と
荻
野
市
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

今
年
結
成
10
周
年
を
迎
え
る
「
レ
ミ

オ
ロ
メ
ン
」
。
彼
ら
の
こ
こ
ま
で
の
道

の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
音
楽
と
い
う
夢
の
つ
ぼ
み

を
胸
に
抱
い
て
歩
み
続
け
て
き
た
こ
と
 

が
、
紅
白
歌
合
戦
出
場
と
い
う
形
で
花

開
き
ま
し
た
。
 

対
談
の
中
で
、「
夢
を
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
心
に
届
く
歌
を
つ
く
り
た
い
。

歌
に
は
そ
う
い
う
力
が
あ
る
」
と
歌
へ

の
思
い
を
語
っ
て
い
た
藤
巻
さ
ん
。
 

彼
ら
が
私
た
ち
に
届
け
て
く
れ
る
音

楽
と
い
う
夢
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
花

開
い
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か
。
 

彼
ら
の
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
は
、
も
う

す
ぐ
春
を
迎
え
ま
す
。
 

 
レミオロメン紅白出場パブリックビューイング

荻野市長と上野市議会議長と一緒に

小・中・高校で同級生だった3人

のぼり旗にサインする
前田啓介さん

のぼり旗に書かれた
3人のサイン

市役所本庁舎正面に飾られた懸垂幕

　昨年の大晦日、紅白歌合戦という大舞台に立った笛吹市出身のバンドグループ「レミオロメン」。
表敬訪問のため、メンバーの藤巻亮太さん、前田啓介さん、神宮司治さんが、市役所を訪れました。

「レミオロメン紅白出場パブリックビ
ューイング」では、貴重な「レミオロメ
ン」の資料や写真の展示、お楽しみ抽選
会などが行われ、さらに、本人たちから
届いたお礼のビデオレターが会場で流さ
れました。 
また、彼らを応援する大きな懸垂幕が
市役所本庁舎正面にお目見え。石和温泉
駅前にも、のぼり旗が設置されました。
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膜ろ過装置 
 

膜ろ過装置 
 

配水池 
 

配水池 
 

浄水場 
 

学校・工場・家庭 
 

下水管 
 

ダム水 

河川 
 

海 
 

下水処理場 
 

導水管 
 

放流 
　　　　　　 

配水管 
 

安全性の判断  

⑥流動負債  
翌年度に返済 
期限がおとず 
れる借金等 

⑤固定負債  
翌々年度以降 
に返済期限が 
おとずれる 
借金等 

③流動資産  
現金、預金、 
財政調整基金、 
市税未納分 
など 

②投資等  
基金、出資金 

①公共資産  
公共施設、 
土地、道路、 
ダム使用権 

市では、新たな水源の確保を行い、市民の皆さんに安全で安心な水を安定して供給しています。 
上水道は、ダム水を浄水場でろ過、滅菌処理などを行い、家庭や学校に安全な水を送り続けています。
そして、皆さんが台所や風呂など日々の生活の中で使用した水は、下水管を通り下水処理場で処理され、
河川に放流されます。このように水が循環することで私たちの生活は成り立っています。 
浄水場、配水管、下水管などの施設建設や維持管理を行っていくためには、巨額の費用が必要です。こ
の費用は、皆さんに納めていただく使用料で賄われています。 
皆さんに継続して安心安全で安定した水の供給を行っていくためにも、上下水道使用料は、納期限内の
納入をお願いします。 

平
成
20
年
度
末
の
普
通
会
計
と
特
別

会
計
と
一
部
事
務
組
合
な
ど
を
含
め
た

「
連
結
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
 

ト
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。（
表
1
） 

貸
借
対
照
表
と
は
、「
市
が
こ
れ
ま

で
に
作
っ
て
き
た
財
産
と
、
そ
れ
に
必

要
と
し
た
資
金
や
借
金
な
ど
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
」
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。
 

例
え
ば
、
「
公
共
施
設
や
道
路
の
整

備
に
い
く
ら
お
金
を
使
い
、
そ
の
資
金

を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て
き
た
の
か
」

な
ど
、
そ
の
概
要
が
分
か
り
ま
す
。
 

 
■
連
結
貸
借
対
照
表
を
見
て
み
る
と
…

平
成
20
年
度
末
の
市
の
資
産
は
2
0
 

5
2
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
、
既
に

1
3
0
3
億
円（
63
％
）は
支
払
い
済
み

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
な
ど
が
7
4
9

億
円（
37
％
）あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
置
き
換

え
た
の
が
下
の
図
で
す
。
一
人
当
た
り

2
8
4
万
円
の
資
産
を
持
ち
、
1
0
4

万
円
の
借
金
な
ど
を
抱
え
て
い
る
状
況

で
す
。
 

次
に
、
連
結
貸
借
対
照
表
を
基
に
、

企
業
の
経
営
分
析
手
法
で
、
市
の
財
政

の
安
全
性
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。
結

果
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。
 

現
時
点
で
、
市
の
支
払
い
能
力
に
は

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
将
来

の
世
代
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
負
担
が
少
し
多
い
状
況
で
す
。
 

子
ど
も
や
孫
た
ち
に
ツ
ケ
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
、
健
全
な
行
財
政
運
営
を

心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
連
結
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

              
■
問
合
せ
先

経
営
政
策
部
　
財
政
課
　
財
政
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
受
益
者
負
担

金
や
使
用
料
等
は
、
当
面
現
行
の
と
お

り
と
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
新
市
に

お
い
て
統
一
す
る
」
と
い
う
合
併
協
定

項
目
の
公
共
下
水
道
の
取
り
扱
い
に
基

づ
き
、
合
併
後
も
旧
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ

決
め
ら
れ
た
金
額
で
受
益
者
負
担
金
が

賦
課
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金（
以
下
 

「
負
担
金
」
）の
統
一
に
向
け
て
の
審

議
が
、
笛
吹
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会

で
行
わ
れ
、
1
月
19
日
に
同
審
議
会
か

ら
市
に
「
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
こ
の
意
見
書
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
負
担
金
の
統
一
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
■
意
見
書
の
主
な
内
容

○
現
在
の
下
水
道
認
可
区
域（
公
共
下

水
道
工
事
を
行
う
許
可
を
得
て
い
る

区
域
）を
、
第
1
負
担
区
と
す
る
。
 

○
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
負
担
金

額
は
、
3
3
0
円
と
す
る
。
 

 
■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

■問合せ先　・上下水道使用料について　公営企業部　業務課　　☎055（261）3345　 
　　　　　　・水道工事について　　　　　　　　　　水道課　　☎055（261）3346 
　　　　　　・下水道工事について　　　　　　　　　下水道課　☎055（261）3347

市民一人当たりの連結貸借対照表図

借金等残高
104万円 
（37%） 

支払済額
180万円 
（63%） 

資　産
 
 
 
 
 
 

284万円 

土地、建物、 
車、預金、 
現金 
 

表１　　平成20年度決算笛吹市連結貸借対照表（要旨）　（単位：百万円）

表２　　連結貸借対照表による財政の安全性分析

【借方 （お金を何に使ったか）】

① 公共資産  
 有形固定資産Ａ 
 無形固定資産 
 売却可能資産 
② 投資等 
 投資・出資金 
 基金等 
③ 流動資産 
 資金 
 市税等未収金 
④ 資産計（①+②+③）  

185,112 
183,151 
1,957 
4 

13,327 
1,405 
11,922 
6,829 
5,831 
998 

205,268

資産の部  
【貸方 （お金をどこから調達したか）】

⑤ 固定負債  
 普通会計債 
 公営事業債 
 一部事務組合等債 
 退職手当等引当金 
⑥ 流動負債 
⑦ 負債計（⑤+⑥） 

69,665 
31,043 
31,176 
1,659 
5,787 
5,220 
74,885

負債の部（これから支払うお金）  

⑧ 純資産合計  
⑨ 負債・純資産合計（⑦+⑧）  

130,383 
205,268

純資産の部（今までに支払ったお金） 

現
金
化
し
や
す
い
資
産
 

※ 総務省方式改訂モデルを準用 

※ 判断基準は、企業の経営分析基準を行政用に修正したものです。      ○…基準以上　△…基準以下 

指　　標　　名 （指標の説明） （判断基準） 

流動比率

固定比率

固定長期適合率

自己資本比率

現在までの世代による社会資本負担比率

後世代による社会資本負担比率

短期的な支払い能力 
（③/⑥×100）％ 
長期的な支払い能力 
（Ａ/⑧×100）％ 
長期的な支払い能力 
（Ａ/（⑤+⑧）×100）％ 
資金調達方法の適正度 
（⑧/⑨×100）％ 
有形固定資産のうち、既に支払い 
済みの資産の割合（⑧/Ａ×100）％ 
有形固定資産のうち、これから返済 
が必要な資産の割合（⑦/Ａ×100）％ 

130%以上 
（理想は200%以上） 
100%以下 
（固定比率が100%以上でも、 
固定長期適合率が100%以下 
ならば特に支障なし） 
70%以上 
（理想は80%以上） 
75％以上 
（理想は80%以上） 
25％以下 
（理想は20％以下） 

131%

140%

92%

64%

71%

41%

○

△

○

△

△

△

笛吹市の上下水道事業の流れ
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全国山火事予防運動 

■問合せ先　産業観光部　農林振興課　農林経営担当　☎055（262）4111

笛吹市体育協会主催による笛吹市体育祭りを開催します。皆さんにスポーツに親しんでいただき、健康
づくりや体力向上、明るく豊かな住みよい地域社会づくりを目指します。一般参加できる種目もあります
ので、ぜひご参加ください。   

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

に
か
け
て
、「
笛
吹
市
景
観
計
画
」
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
景
観
計
画
は
、
ふ
る
さ
と
笛
吹

市
の
美
し
い
風
景
を
守
り
、
つ
く
り
、

育
て
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と

な
る
計
画
で
す
。
 

 
■
景
観
計
画
づ
く
り
の
流
れ

美
し
い
風
景
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

市
民
・
企
業
・
行
政
が
共
に
協
力
し

合
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
　
 

そ
こ
で
、
市
民
懇
談
会
を
開
催
し

て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
調
整

や
協
議
を
重
ね
て
景
観
計
画
の
原
案

を
作
成
し
ま
す
。
 

そ
の
後
、
原
案
を
公
開
し
て
広
く

意
見
を
募
集
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
最
終
的
な
計
画
を
定
め
ま
す
。
 

 
■
景
観
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

3
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

市
民
1
5
0
0
人
を
対
象
に
景
観
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

対
象
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

    「
風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
」
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
 

す
。
 

ふ
る
さ
と
の
風
景
づ
く
り
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象
者

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
 

■
開
催
予
定

4
月
〜
11
月
の
間
で
合
計
6
回
程
度
 

（
平
日
午
後
7
時
〜
9
時
）
 

■
募
集
人
数

20
人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
な

ど
選
考
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
 

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
3
月
26
日（
金
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4
 

Fax
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
5

「
風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

森林所有者の皆さんへ　～森林国営保険～ 

「
第
6
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
日
時

4
月
11
日（
日
）
 

午
前
9
時
30
分
〜
12
時
5
分
 

①
市
道
「
一
宮
坪
井
線
」
 

坪
井
熊
野
神
社
南
交
差
点
〜
七
五
三

石
交
差
点
〜
本
都
塚
交
差
点
〜
浅
間

神
社
 

②
県
道
「
市
之
蔵
・
山
梨
線
」
 

浅
間
神
社
〜
相
興
交
差
点
〜
矢
作
橋
 

③
県
道
「
山
梨
･
御
坂
線
」
 

国
道
20
号
鷺
堂
交
差
点
北（
一
宮
東

原
竹
原
田
交
差
点
）〜
七
五
三
石
交

差
点
〜
田
中
交
差
点
 

④
小
城
八
幡
橋
線（
広
域
農
道
）
 

国
道
20
号
両
ノ
木
神
社
北
交
差
点
〜

本
都
塚
交
差
点
〜
小
城
交
差
点
〜
新

日
川
橋
 

⑤
日
川
左
岸
協
定
道
路
 

新
日
川
橋
〜
矢
作
橋
 

※
当
日
は
、
一
宮
図
書
館
・
い
ち
の
み

や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
が
休
館

と
な
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
 

は
、「
夢
〜
子
ど
も
達
の
夢
を
地
域
で

支
え
る
発
表
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
成
果

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
演
技
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

3
月
21
日（
日
）午
後
1
時
か
ら
 

■
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
体
育
館
 

■
入
場
料
　
無
料
 

■
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ
 

                ■
問
合
せ
先

一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
武
井
） 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
9
0
4

3月1日（月）から7日（日）まで「全国山火事予防運動」統一実施期間として警戒を強化しています。
5月頃までは、空気が乾燥し強風が吹きやすいなど「山火事発生危険期」が続きます。火気の取り扱
いには細心の注意を払い、林野火災防止にご協力をお願いします。 

 
大切な財産である森林を、山火事や自然災害から守る対策は万全ですか。国の損害補償制度として「森
林国営保険」があります。まさかの時のために、「森林国営保険」に加入しましょう。 
詳細は、最寄りの森林組合、山梨県森林組合連合会、県峡東林務環境事務所へお問い合わせください。 
 

「消さないで　小さな命の　帰る場所」（平成22年全国山火事予防運動統一標語） 
 

陸　上　競　技�   
日程　4月29日（木）   
場所　小瀬陸上競技場   
内容　支部対抗戦   
  
バレーボール�   
日程　4月29日（木）   
場所　若彦路ふれあいスポーツ館   
　　　浅川中体育館   
内容　支部対抗戦   
  
サッカー�    
日程　4月29日（木）   
場所　いちのみや桃の里スポーツ公園   
内容　支部対抗戦   
  
剣　　　道�    
日程　4月25日（日）   
場所　御坂西小体育館   
内容　支部対抗戦   
  
バドミントン�   
日程　4月29日（木）   
場所　御坂西小体育館   
内容　支部対抗戦   
  
ゲートボール�   
日程　4月25日（日）   
場所　御坂花鳥の里スポーツ広場   
内容　支部対抗戦   
  
グラウンドゴルフ�    
日程　4月29日（木）   
場所　御坂花鳥の里スポーツ広場   
内容　支部対抗戦   
  
太　極　拳�    
日程　4月24日（土）   
場所　八代総合会館   
内容　レクリエーション方式   
  
水　　　泳�    
日程　4月25日（日）   
場所　青少年センター   
内容　交流会方式（記録会） 

軟　式　野　球�   
日程　4月18（日）・25（日）・29日（木）   
場所　境川スポーツ広場   
内容　支部対抗戦   
  
卓　　　　　球�   
日程　4月25日（日）   
場所　いちのみや桃の里スポーツ公園 
　　　体育館   
内容　支部対抗戦   
  
柔　　　　　道�   
日程　4月25日（日）   
場所　清流館柔道場   
内容　支部対抗戦   
  
相　　　　　撲�   
日程　4月25日（日）   
場所　清流公園相撲場   
内容　支部対抗戦   
  
テ   ニ   ス�   
日程　4月24日（土）   
場所　石和中央テニスコート   
内容　親睦会方式   
  
ソフトバレーボール�    
日程　4月29日（木）   
場所　御坂体育館   
内容　支部対抗戦   
  
ターゲット・バードゴルフ�    
日程　4月24日（土）   
場所　金川の森Ｔ． Ｂ． Ｇ本コース   
内容　支部対抗戦   
  
ス　 キ　 ー�   
日程　平成23年2月19日（日）予定   
場所　カムイみさかスキー場   
内容　ジャイアントスラローム   
  
ボウリング�    
日程　5月30日（日）   
場所　大丸パークレーンズ   
内容　親睦会（練習・指導含）   
※一般参加は小学4年以上（先着25人） 

ソフトテニス�   
日程　4月29日（木）   
場所　石和中央テニスコート   
内容　支部対抗戦   
  
ソフトボール�   
日程　6月27日（日）   
場所　春日居スポーツ広場   
内容　支部対抗戦 
   
  
弓　　　　　道�   
日程　4月25日（日）   
場所　清流館弓道場   
内容　支部対抗戦   
  
射　　　　　撃�   
日程　4月11日（日）   
場所　下部射撃場   
内容　支部対抗戦   
  
ゴ　 ル　 フ�   
日程　4月28日（水）   
場所　春日居ゴルフ倶楽部   
内容　支部対抗戦   
  
バウンドテニス�   
日程　4月25日（日）   
場所　境川スポーツセンター   
内容　支部対抗戦   
  
     
     
     
     
  
フォークダンス�   
日程　4月29日（木）   
場所　境川スポーツセンター   
内容　交流会方式   
  
ハイキング�    
日程　4月24日（土）   
場所　乾徳山（山梨市三富）   
内容　山歩き   
※一般参加は定員20人    

一般参加
OK

一般参加
OK

一般参加
OK

一般参加
OK（※）

一般参加
OK（※）

一般参加
OK

■問合せ先    教育委員会　スポーツ振興課     ☎055（261）3338

練習の成果を見に来てください！ 
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能成寺跡の五輪塔と宝篋印塔（八代町北）

福光園寺毘沙門堂と灯篭（御坂町大野寺）

成就院にあるかわいらしい
馬頭観世音像（石和町小石和）

長野県小布施町・鳥取県智頭町・北海道ニセコ町で行われている地域づくりの先進事例を、江戸川大
学教授の鈴木輝隆先生に紹介していただきました。 
鈴木先生は、小布施町の取り組みでは、全員が当事者意識をもち、「町の意志」が感じられる町を目指

していること、鳥取県智頭町では、住民一人ひとりが自分には何
ができるかを考え、無（ゼロ）から有（イチ）への一歩を踏み出すと
いう「日本1/0の村おこし運動」、ニセコ町では、まちづくり基本条
例に基づいた特色あるまちづくりが行われていることを説明され
ました。 
「とにかく市民が行動すること。立派な理念を学ぶことも説くこ
とも共に大事ですが、まずは、現状打破のために地域の特性を生
かした試みをしてみることです。成果は60パーセントでいいんです。
0よりも60パーセントの価値を考えましょう。全国にはこんなにさま
ざまなことを行政と協働でやっていますよ」という鈴木先生の力強
い言葉が印象的でした。 

山梨労働局雇用均等室長の井上礼子さんに、「子育て支援」の
大切さと実際の法制度について説明していただきました。 
現在、我が国は急速に少子化が進行しています。平成17年1．26と

最低を記録した合計特殊出生率（1人の女性が一生の間に産む子
どもの数）は、平成18年から20年はわずかに前年を上回ってはいま
すが、依然として厳しい状況です。新人口推計では、平成67年に
生まれる子どもの数は、現在の約4割で、高齢化率は現在の約2倍
（40.5%）、15歳から64歳までの生産人口も現在の約2分の１に減少
する見込みだそうです。 
国では、少子化対応の観点からワークライフバランス（仕事と生

活の調和）の必要性に着目し、取り組んでいるとのことです。具体的には、次のことが挙げられます。 
①「父母の休業可能期間が、子どもが1歳2カ月になるまでに延長」など、父親の育児休業の取得促進が
図られた育児・介護休業法の改正 
②企業が子育て中の従業員を支援するための行動計画の公表と周知の義務化がされた次世代育成
支援対策推進法の改正 
③パートタイム労働法の整備 
④男女雇用機会均等法の改正 
これらについて、井上さんに丁寧に解説していただきました。会場からは質問も積極的に出され、充実し
た講座でした。 

吹ちゃん笛ちゃん

いい法律ができているのね。 
私自身ももっと勉強しなくっちゃ～。 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

勉強したことが活動に 
生かせるといいね。 

きらりINTERVIEW

私
た
ち
は
、
普
段
道
端
の
石
造
物
に
ゆ
っ
く
り

目
を
と
め
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
は
市
内
の
石
造
物
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
散

歩
の
際
な
ど
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

石
造
物
と
は
、
人
々
が
岩
石
を
加
工
し
て
、
何

か
の
記
念
や
祈
願
の
た
め
、
ま
た
目
印
と
し
て
、

道
端
や
土
地
の
一
画
、
塚
上
な
ど
に
置
い
た
も
の

で
す
。
石
造
物
に
は
、
定
型
に
彫
っ
た
も
の
や
自

然
の
ま
ま
の
も
の
、
一
部
を
加
工
し
た
も
の
が
あ
り
、

像
に
し
た
り
文
字
や
画
が
描
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

長
さ
は
数
十
セ
ン
チ
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
や

石
の
種
類
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
 

石
造
物
と
い
う
と
、
墓
標（
ぼ
ひ
ょ
う
）、
供
養

塔（
く
よ
う
と
う
）、
道
標（
ど
う
ひ
ょ
う
）、
道
祖

神（
ど
う
そ
じ
ん
）、
庚
申
塔（
こ
う
し
ん
と
う
）、石

幢（
せ
き
ど
う
）、
地

蔵
、
馬
頭
観
音
（
ば

と
う
か
ん
の
ん
）
、

灯
篭（
と
う
ろ
う
）な

ど
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
順
に
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

墓
標
は
、
遺
体
・

遺
骨
を
埋
め
た
墓
の

目
印
の
こ
と
で
す
が
、

供
養
塔
は
、
亡
く
な

っ
た
者
に
供

え
て
冥
福
を

祈
る
た
め
の

石
塔
の
こ
と

で
す
。
そ
の

一
種
と
し
て
、

平
安
時
代
末

頃
に
立
て
ら
れ
た
五
輪
塔（
ご
り
ん
と
う
）や
鎌
倉

時
代
中
頃
に
立
て
ら
れ
た
宝
篋
印
塔（
ほ
う
き
ょ
う

い
ん
と
う
）が
あ
り
ま
す
。
 

道
祖
神
は
、
仕
切
り
と
し
て
集
落
の
境
や
道
の

分
岐
点
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
災
難
よ
け
、

縁
結
び
や
夫
婦
和
合
の
神
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

庚
申
塔
は
、
街
道
筋
に
道
標
を
兼
ね
て
よ
く
置

か
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
干
支
の
庚
申（
か
の
え

さ
る
）の
申
か
ら
猿
田
彦
神
が
彫
ら
れ
、
そ
の
猿
田

彦
神
が
道
祖
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め

で
す
。
 

石
幢
は
、
六
角
や
八
角
の
石
柱
の
各
面
に
梵
字（
ぼ

ん
じ
）や
地
蔵
を
彫
っ
た
も
の
で
、
供
養
塔
の
一
種

で
す
。
 

地
蔵
は
、
子
ど
も
の
守
り
神
で
あ
る
「
お
地
蔵
様
」

の
石
像
で
す
。
「
地
」
は
大
地
、
「
蔵
」
は
胎
内
の

意
味
で
、
母
な
る
大
地
の
ご
と
く
命
を
育
み
、
大

き
な
慈
悲
で
人
々
を
苦
悩
か
ら
救
う
仏
様
で
す
。

六
地
蔵
は
、
仏
教
の
世
界
が
六
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
い
る
地
蔵
が
迷
っ
た
者
を
救

う
と
い
う
11
世
紀
頃
に
生
ま
れ
た
信
仰
に
基
づ
い

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

馬
頭
観
音
は
、
観
音
菩
薩
の
化
身
の
一
つ
で
す
。

観
音
様
は
普
通
優
し
い
顔
を
し
て
い
ま
す
が
、
馬

頭
観
音
は
怒
っ
た
表
情
を
し
て
い
ま
す
。
元
々
は

無
知
や
煩
悩
な
ど
諸
悪
を
蹴
散
ら
す
菩
薩
で
し
た
が
、

馬
の
守
り
神
で
も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

物
資
や
人
を
運
ぶ
馬
が
路
上
で
急
死
す
る
こ
と
が

増
え
た
た
め
、
そ
の
供
養
の
た
め
に
馬
頭
観
音
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

石
灯
篭
は
、
元
は
仏
教
寺
院
の
建
物
に
付
属
す

る
も
の
で
し
た
が
、
神
仏
へ
の
献
灯
と
し
て
神
社

や
寺
に
も
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
桃
山
時
代

に
は
茶
室
の
庭
に
、
江
戸
時
代
に
は
個
人
の
屋
敷

庭
に
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
内
に
は
、ほ
か
に

も
北
斗
七
星
や
彗
星

を
彫
っ
た
星
石（
ほ
し

い
し
）、仏
足
石（
ぶ
っ

そ
く
せ
き
）
、
絵
馬
、

庚
申
神
殿
な
ど
珍
し

い
石
造
物
が
あ
り
ま

す
。
　
 

春
の
の
ど
か
な
一

日
、
石
造
物
を
尋
ね

て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

男女共同参画推進委員会では、県や市、市民団体などの主催による各種研修会に参加しています。また、
推進委員会独自の研修会も開催し、推進活動につなげています。 
今回は、推進委員が参加した中から二つの研修会について報告します。 



1011

青山家墓地

島田富重郎の墓

このコーナーでは、男女共同参画推進委員会の広報
委員が、個性と能力を発揮し、自分らしく輝いている
人にスポットをあて紹介します。

今年度の芦川小学校の児童数は15人、教職員は9人です。豊か

な自然に恵まれた環境の中で、温かな地域の人々や保護者の期待

に応え、先生方が一丸となって「自ら学び、自ら考え、主体的に活動

できる子どもを育てる」ことを目指して実践しています。 

推進委員がお伺いした日は、初冬の日差しが暖かい日で、校庭には、

児童たちが小さい種から育てたパンジーやビオラが、あふれんばかり

に植えられていました。このパンジーやビオラは、近々、子どもたちの

手で芦川町内の公共施設に運ばれると、極楽寺先生がうれしそう

に話してくれました。 

　「芦川の地域の子どもですから、芦川を誇りに思える子どもに育っ

てほしい。そのためにこんなことをしています」と極楽寺先生が紹介してくれたのが、毎年11月に行われる

ほかほか祭です。ほかほか祭は、昭和59年度に開催されたこんにゃく祭がきっかけとなった祭りで、学校と

地域を結ぶ祭りとして、芦川小学校にずっと引き継がれてきたとのことです。 

ほかほか祭の準備は、夏休みから始まるそうです。夏休み中に炭焼きの原木倒しを実施。地域のお年

寄りに指導していただきながら、学校所有の炭焼き体験窯で立派な炭を焼き上げます。 

祭り当日は、ほかにも数多くの催しが行われ、昼食には、学校農園で栽培したコンニャクイモやサツマイモ

などを使った手づくり料理がふるまわれます。今年も130人の地域の方や保護者の皆さんが来校され、盛

大に開催されたとのことです。 

最後に、極楽寺先生は、「女性管理職の数は少ないけれど、子ども一人ひとりを人格を持った一人の人

として見つめ、その子の持つ能力をどう引き出すかということを考えながら教育に携わっていきさえすれば、

おのずとポストはついてくるものだと思います。若い先生たちの挑戦に期待しています」と話されました。 

 

極楽寺先生から大変貴重なお話を聞くことができました。ほかほか祭の様子を話してくださった
時の極楽寺先生の温かい笑顔と、芦川小学校の子どもたちの生き生きとした笑顔が印象的でした。
今回お聞きしたお話を、これからの推進活動に役立てていきたいと思います。

2月28日（日）、いちのみや桃の里ふれあい文化館で行われる市民協働・男女共同参画フォーラムに、推進
委員会が参画します。ぜひ、ご来場ください。 

今回は、教育現場で活躍する女性として芦川小学校校長の極楽寺真理子先生にお話を聞きました。
現在、県内の小・中学校は290校 あり、そのうち女性の校長先生（相当職を含む）は21人、教頭
先生は41人 です。市内では、女性の校長先生は極楽寺先生のみ、また、教頭先生は2人が活躍され
ています。 

極楽寺真理子先生 

吹ちゃん笛ちゃん

石和南小と春日居小で 
活躍中だそうよ。教頭先生の 
お話も聞きたいわね～ 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

2人の女性教頭先生は 
どこの学校にいるのかな？ 

　
今
回
は
、
笛
吹
市
指
定
文
化
財
の
二
つ
の
墓
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
一
つ
目
は
、
春
日
居
町
熊
野
堂
字
市
道
に
あ
る

青
山
家
墓
地
で
す
。
こ
の
墓
地
に
は
、
20
基
以
上

の
石
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
3
基
が

市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
中
央
の
も
の
が
、

最
大
の
大
き
さ
で
す
。
 

　
こ
の
墓
地
に
あ
る
石
塔
の
形
式
を
五
輪
塔
と
い

い
ま
す
。
五
輪
塔
は
そ
の
名
の
と
お
り
5
つ
の
部

位
か
ら
成
り
、
上
か
ら
順
に
空
輪
・
風
輪
・
火
輪
・

水
輪
・
地
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
大

の
五
輪
塔
の
全
部
位
に
梵
字（
ぼ
ん
じ
・
古
代
イ
ン

ド
の
文
字
）が
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
。

こ
の
形
式
の
石
塔
は
、
中
世（
主
に
鎌
倉
時
代
と
室

町
時
代
）に
数
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
す

べ
て
の
人
の
墓
に
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
有
力
な
人
に
だ
け
墓
が
造
ら
れ
る
時
代
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
青
山
家
墓
地
は
、
熊
野
堂
あ

た
り
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
の
墓
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 　

中
世
、
熊
野

堂
を
含
む
こ
の

地
域
周
辺
は
、

陵
辺
荘
（
お
か

べ
の
し
ょ
う
）

と
い
う
荘
園
で

あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら

の
石
塔
は
、
当

荘
園
に
か
か
わ

る
有
力
な
人
物
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
熊
野
堂
村
の
名
主
で
あ
っ
た
青
山
家
の

先
祖
の
墓
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
現
在
も
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
山
家
の
先
祖
は
、
陵
辺

荘
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
だ
と
い
え

ま
す
。
 

　
二
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
石
和
町
の
大
蔵
経

寺
内
に
あ
る
島
田
富
重
郎
の
墓
で
す
。
島
田
富
重

郎
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
松
本
村
の

名
主
を
務
め
た
人
で
す
。
ま
た
、
こ
の
人
物
は
、

明
治
5
年（
1
8
7
2
）に
起
こ
っ
た
農
民
一
揆
「
大

小
切
騒
動
」
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
 

　
大
小
切
騒
動
が
起
こ
っ
た
事
の
発
端
は
、
江
戸

幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
変
わ
り
、
政
府
が
山
梨
県

の
税
制
の
見
直
そ
う
と
し
た
こ
と
で
し
た
。
江
戸

時
代
、
甲
斐
国
の
国
中
地
方（
主
に
山
梨
郡
、
八
代
 

郡
、
北
・
中
巨
摩
郡
）に
は
、
甲
斐
国
独
自
の
徴
税

法
が
あ
り
ま
し
た
。
年
貢
の
九
分
の
四
は
米
で
納
 

め
、
九
分
の
三
は
米
四
石
一
斗
四
升
を
金
一
両
で

換
算
し
た
代
金
を
納
め（
小
切
）、
残
り
九
分
の
二

は
浅
草
蔵
前
冬
張
紙
値
段（
百
石
を
35
両
前
後
）で

換
算
し
代
金
を
納
め
る（
大
切
）制
度
で
し
た
。
こ

の
税
法
は
「
大
小
切
税
法
」
と
呼
ば
れ
、
商
品
経

済
が
発
達
し
た
甲
州
で
は
、
お
金
で
税
を
納
め
る

こ
と
は
、
百
姓
に
と
っ
て
実
質
的
に
年
貢
が
軽
く

な
る
税
法
で
し
た
。
「
大
小
切
税
法
」
は
、
武
田
信

玄
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
こ

の
徴
税
法
は
、
江
戸
時
代
に
何
度
も
廃
止
さ
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
伝
説
を
誇
り
に
思
う
甲
州

の
人
々
の
抵
抗
で
存
続
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
新
政
府
が
明
治
2
年
に
こ
の
税
法

を
見
直
そ
う
と
し
ま
し
 

た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
庁

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

上
申
し
た
た
め
、
明
治

４
年
ま
で
は
存
続
さ
れ

ま
し
た
が
、
廃
藩
置
県

が
実
施
さ
れ
、
翌
5
年

8
月
に
大
小
切
税
法
の
廃
止
が
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
旧
東
山
梨
郡
と
東
八
代
郡
の
村
の
 

人
々
が
廃
止
反
対
を
唱
え
、
蜂
起
し
ま
し
た
。
人
々

は
、
同
月
13
日
に
決
起
し
、
廃
止
に
同
意
し
た
区

戸
長
宅
を
襲
い
、
そ
の
後
当
時
の
甲
府
市
長
で
あ

る
若
尾
逸
平
宅
ま
で
襲
撃
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
揆
側
は
「
大
小
切
税
法
据
え
置
き
の
黒
印
状（
黒

色
の
判
が
押
さ
れ
た
証
明
書
）」
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
8
月
末
に
東
京
・
静
岡
か
ら
軍
隊
が

到
着
し
、
こ
の
兵
力
を
背
景
に
、
当
時
の
土
肥
県

令（
現
在
の
県
知
事
に
あ
た
る
）は
、
村
役
人
を
恵

林
寺
に
集
め
黒
印
状
を
回
収
し
ま
し
た
。
一
揆
の

参
加
者
・
指
導
者
も
厳
し
く
追
及
さ
れ
、
1
5
0

人
も
の
人
が
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
島
田
富
重
郎
の
姿
も
あ
り
、
11
月
に
首
謀
者

の
一
人
と
し
て
絞
首
刑
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
島
田
富
重
郎
は
、
明
治
25
年
に
す
べ

て
の
罪
を
赦
免（
し
ゃ
め
ん
）さ
れ
、
義
民
と
し
て

現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　
今
回
で
、
笛
吹
市
の
史
跡
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
は
終
了
に
な
り
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
新
し
い

テ
ー
マ
で
笛
吹
市
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
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■問合せ先 
・教育委員会　生涯学習課 
　☎055（261）3339 
・境川図書室　　　　　　 
　☎055（266）2014

第
１６
回
小
・
中
学
生
囲
碁
・

将
棋
大
会

   ほ
か
の
学
校
や
違
う
学
年
の
お
友
だ

ち
と
、
一
日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指

し
ま
し
ょ
う
。
 

■
対
象
　
小
・
中
学
生
 

■
日
時

３
月
30
日（
火
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室
 

■
囲
碁
ル
ー
ル

19
路
盤
を
使
用
し
、
互
先
で
黒
の
6

目
半
コ
ミ
出
し
 

■
定
員
　
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 

春
日
居
郷
土
館
特
別
展

市
所
蔵
美
術
品
展
2
0
1
0

■
持
ち
物

弁
当
・
水
筒
 

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

県
立
博
物
館
特
別
記
念
講

演
会    「

地
雷
除
去
に
挑
む
―
豊
か
で
平
和

な
大
地
へ
の
復
興
―
」
と
題
し
て
、
特

別
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
講
師

雨
宮
清
氏（
山
梨
日
立
建
機
株
式
会

社
代
表
取
締
役
）
 
 

■
日
時

3
月
14
日（
日
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 
 

■
場
所
　
県
立
博
物
館
　
生
涯
学
習
室
 
 

※
事
前
申
込
・
料
金
不
要
 

 
■
問
合
せ
先
 

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

昔から現在に伝わるひな人形 

寺本古代寺院跡復原模型 

昨年の作品展 

夏休みに行われた前回大会 

「北国の少女」高野史静 

八
田
家
書
院
で
雛
祭
り

市
民
講
座
作
品
展

  八
田
家
書
院
で
ひ
な
人
形
を
展
示
し

ま
す
。
歴
史
あ
る
ひ
な
人
形
や
ひ
な
飾

り
な
ど
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

4
月
11
日（
日
）ま
で
　
　
 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

■
場
所
　
　
八
田
家
書
院
 

  今
年
度
の
市
民
講
座（
ス
コ
レ
ー
大
 

学
）受
講
生
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

受
講
生
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

3
月
19
日（
金
）〜
26
日（
金
）
　
 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
26
日
は
午
後
1
時
ま
で
）
　
 

○
開
催
期
間
中
の
休
館
日
 

3
月
23
日（
火
）
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

2
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

第
3
回
笛
吹
市
歴
史
フ
ォ

ー
ラ
ム

   
「
古
代
寺
院
が
地
域
に
も
た
ら
し

た
も
の
」

 市
内
に
は
、
寺
本
古
代
寺
院
跡（
春

日
居
町
）や
甲
斐
国
分
寺
跡（
一
宮
町
）

な
ど
の
仏
教
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
 

古
代
寺
院
は
大
陸
の
影
響
を
受
け
て

建
立
さ
れ
、
そ
の
後
の
日
本
文
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
 

古
代
寺
院
建
立
が
地
域
に
何
を
も
た

ら
し
た
か
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。
 

■
日
時

3
月
28
日（
日
）
 

午
後
1
時
〜
4
時
 

 
■
場
所

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
■
講
師

佐
藤
信
氏（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
） 

十
菱
駿
武
氏（
山
梨
学
院
大
学
教
授
） 

 
※
事
前
に
参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

■
料
金
　
　

一
般
　
　
 
2
0
0
円
　
 

20
歳
未
満
　
1
0
0
円
 

■
展
示
内
容

ひ
な
段
飾
り（
明
治
時
代
）
 

男
ひ
な
・
女
ひ
な（
江
戸
時
代
）
 

 
■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

平成19年2月25日、86歳の生涯を終えた俳人飯田龍太をしのび、講演会を行います。 
今回は、近藤氏に、井伏鱒二と飯田龍太の交友関係や県立文学館にオープンした「飯田蛇笏（だ

こつ）・飯田龍太記念室」を中心に語っていただきます。 
■日時　3月27日（土）　午後1時30分～3時 
■場所　境川総合会館　　3階大ホール 
■講師　近藤信行氏（山梨県立文学館館長） 
■定員　150人（定員を超えた場合は立見となります） 
■協力　境川町文化協会 俳句部 
 

市 民 講 座 　 特 別 講 演
俳句のふる里　境川　飯田龍太をしのぶ

  　
　
 

市
が
所
蔵
す
る
美
術
品
の
中
か
ら
、

女
性
や
風
景
を
描
い
た
作
品
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
 

 

■
日
時

3
月
31
日（
水
）ま
で
 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
 

○
開
催
期
間
中
の
休
館
日
　
　
 

3
月
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日
 

（
月
）・
23
日（
火
）・
29
日（
月
）
 

 
■
観
覧
料

一
般
・
大
学
生
　
3
0
0
円
 

小
中
高
校
生
　
　
2
0
0
円
 

 
■
主
な
展
示
作
品

○
「
疾
走
す
る
貨
物
車
」
 

　
「
青
蚊
帳
」
　
　
　
　
　
穴
山
勝
堂
 

○
「
北
国
の
少
女
」
　
　
　
高
野
史
静
 

○
「
民
家
」
　
　
　
　
　
　
横
尾
木
鶏
 

○
「
家
族
海
水
浴
図
」
　
　
津
田
青
楓
 

○
「
ぶ
ら
ん
こ
」
　
　
　
　
桑
原
福
保
 

○
「
雪
嶺
を
望
む
村
」
　
　
橋
本
守
男
 

　
 

　
　
　
　
　
 

  
       

■
問
合
せ
先
　

春
日
居
郷
土
館
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0
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笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
募
集

   笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
石
和
温
泉

駅
前
広
場
の
バ
ラ
園
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
 

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
講
習
会
や
バ
ラ
の

育
成
・
栽
培
技
術
習
得
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
「
市
の
花
」
で
あ
る
バ
ラ
へ
の

愛
着
を
深
め
、
バ
ラ
に
よ
る
素
晴
ら
し

い
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
 

す
。
 

笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
、

バ
ラ
を
育
て
な
が
ら
そ
の
魅
力
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

■
応
募
資
格
　

バ
ラ
が
好
き
な
方（
夫
婦
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
参
加
も
で
き
ま
す
）
 

■
活
動
内
容
　

○
総
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催
 

○
せ
ん
定
・
施
肥
な
ど
栽
培
講
習
会
の

開
催
 

○
ポ
プ
リ
づ
く
り
講
習
会
の
開
催
 

○
花
ガ
ラ
摘
み
・
せ
ん
定
な
ど
管
理
作

業
 

○
バ
ラ
博
ま
た
は
バ
ラ
庭
園
な
ど
の
見

学
会
 

※
活
動
は
主
に
土
曜
日
 

■
年
会
費

3
0
0
0
円（
活
動
内
容
に
よ
り
別

途
負
担
金
あ
り
）
 

※
年
会
費
は
申
込
時
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
会
員
本
人
の
都

合
で
退
会
す
る
場
合
、
会
費
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
。
 

■
申
込
方
法
　

区
画
整
理
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年

会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
 

■
受
付
場
所

区
画
整
理
事
務
所
 

■
受
付
期
間
　

3
月
1
日（
月
）〜
25
日（
木
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

               
■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　
　

建
設
部
　
区
画
整
理
事
務
所
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
8
0
1
 

（
原
田
・
小
澤
）
 

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
募
集

果
樹
技
能
講
習
会

   総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
で
は
、
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
意
見
・

要
望
な
ど
を
電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
平
成
22
年
度
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

 
■
応
募
資
格

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
方
 

 
■
委
嘱
期
間

平
成
22
年
6
月
1
日（
火
）〜
平
成
23

年
3
月
31
日（
木
）
 

 
■
活
動
内
容

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年
2
回
）
 

○
会
議
出
席
 

※
謝
礼
有
り
 

 
■
募
集
締
切

4
月
2
日（
金
）
 

 応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

総
務
省
　
関
東
総
合
通
信
局
 

電
気
通
信
事
業
課
 

☎
0
3（
6
2
3
8
）1
6
7
6
 

 

レオン・シュピーラー氏 

金川の森で春を楽しみませんか 

一緒に素敵なバラを育てませんか 

レ
オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー

弦
楽
合
奏
団
特
別
演
奏
会

金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

  チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
佐
藤
陽

子
　
春
を
呼
ぶ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ

2
0
1
0
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

3
月
28
日（
日
）
 

開
場
　
午
後
6
時
30
分
 

開
演
　
午
後
7
時
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
 

■
入
場
料
 

1
0
0
0
円（
全
席
自
由
席
）　
 

 
■
問
合
せ
先

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）6
0
6
6

  　
 

元
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
の
レ
オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー
氏

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
員
な
ど
に
よ
る
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
演
奏
会
で
す
。
 

日
本
そ
し
て
世
界
を
代
表
す
る
演
奏

家
の
共
演
に
よ
る
豪
華
な
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
日
時

３
月
28
日（
日
）
 

開
場
　
午
後
1
時
 

開
演
　
午
後
1
時
30
分
 

■
場
所
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室
 

  

■
曲
目

○
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
）
 

○
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ

ー
ク（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
 

○
セ
リ
オ
ー
ソ（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・

マ
ー
ラ
ー
編
曲
）

■
入
場
料
　

大
人
　
　
　
　
1
0
0
0
円
 

高
校
生
以
下
　
5
0
0
円
 

※
未
就
学
児
入
場
不
可
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

  笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

果
樹
栽
培
の
発
展
の
た
め
、
市
民
を
対

象
に
農
業
技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
農
業
経
験
の
な
い
方
で
 

も
、
農
業
の
現
場
で
の
就
労
に
意
欲
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象

市
内
在
住
で
農
業
に
関
心
が
あ
り
、

就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
 

■
日
程

5
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
ま
で
の
間

で
10
日
程
度（
詳
細
は
、
後
日
申
込

者
に
通
知
し
ま
す
）
 

■
内
容

桃
の
摘
果
、
袋
か
け
、
ぶ
ど
う
の
房

作
り
、
ぶ
ど
う
の
摘
粒
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）8
9
3
1
 

 
※
3
月
下
旬
以
降
、
事
務
所
が
移
転
に

な
り
ま
す
。
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
市
農
林
振
興
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

  
桜
を
み
る
会
 
 

桜
を
観
察
し
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、

桜
を
植
え
た
り
し
て
春
の
一
日
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

は
講
師
が
講
評
し
、
管
理
事
務
所
ホ
ー

ル
に
展
示
し
ま
す
。
 

■
日
時

4
月
4
日（
日
）
　
　
　
  

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
植
物
・
写

真
教
室
を
行
い
ま
す
。
 

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
講
師

○
大
久
保
栄
治
教
授（
山
梨
学
院
短
期

大
学
）
　
　
 

○
宮
田
義
之
氏（
ミ
ヤ
タ
フ
ォ
ト
）
 

■
定
員
　
　
30
人
  
 

■
参
加
費
　
無
料
  
 

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
　
　
 

■
申
込
受
付

3
月
4
日（
木
）か
ら
 

 
ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
 

樹
脂
粘
土
（
ク
レ
イ
）
な
ど
を
使
っ
 

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

4
月
29
日（
木
）
　
　
　
  

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
講
師
　

吉
原
ゆ
か
り
氏（
ク
レ
イ
ア
ー
ト
ス

タ
ジ
オ
キ
ャ
ラ
メ
ル
）
 

■
定
員
　
　
20
人
  
 

■
参
加
費
　
5
0
0
円
  

■
申
込
受
付

3
月
29
日（
月
）か
ら
 

 
※
た
だ
し
、
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5



Kokuho Fuefuki

催
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募
　
集

講 

座・
教 
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康・
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祉

子
育
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催
　
し

募
　
集

講 

座・
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障がいの程度 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
視覚障害 
聴覚障害 
平衡機能障害 
音声機能障害 
上肢不自由 
下肢不自由 
体幹不自由 
心臓機能障害 
腎臓機能障害 
呼吸器機能障害 
ぼうこうまたは直腸の 
機能障害 
小腸の機能障害 
ヒト免疫不全ウィルス 
による免疫機能障害 

○ 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
○ 

○ 

○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 

○ 

○ 
○ 
○ 
◎ 
 
◎ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
○ 

○ 

○ 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 
◎ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
 

  障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 
※
軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の

車
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
 

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な
り
ま
 

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
）
 

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

■
受
付
期
間

5
月
6
日（
木
）〜
24
日（
月
）
 

■
受
付
場
所

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

ま
た
は
各
支
所
 

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

能
力
開
発
講
座

障
が
い
者
の
社
会
参
加
支

援
事
業

タ
ク
シ
ー
料
金
一
部
助
成

重
度
心
身
障
害
者（
児
）等
タ
ク
シ
ー

利
用
乗
車
券
・
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー

券
在
宅
の
重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）や

要
介
護
老
人
の
方
が
、
通
常
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

 
■
対
象
　

次
の
①
・
②
・
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
な

ど
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
在

宅
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障

が
い
の
程
度
が
、
肢
体
不
自
由
ま
た

は
視
覚
障
害
1
級
か
2
級
に
該
当
す

る
方
お
よ
び
内
部
機
能
障
害
１
級
の

方
 

②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
が
い
の

程
度
が
Ａ
に
該
当
す
る
方
 

③
要
介
護
老
人（
非
課
税
世
帯
で
介
護

慰
労
金
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
 

方
）
 

■
助
成
内
容

タ
ク
シ
ー
利
用
乗
車
券
を
年
間
で
合

計
48
枚
交
付（
1
枚
5
9
0
円
） 

（
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー

券
24
枚
・
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
24 
 

枚
） 

○
有
効
期
間
 

平
成
22
年
4
月
1
日（
木
）〜
平
成
23

年
3
月
31
日（
木
） 

 
■
申
請
時
の
持
ち
物
　

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳（
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
 

○
印
鑑
 

 
■
申
請
・
交
付
場
所

福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
 

 
■
申
請
受
付
開
始

3
月
23
日（
火
）か
ら
 

※
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交

付
枚
数
が
減
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

 ■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1
 

ま
た
は
各
支
所
 

  職
業
に
必
要
な
技
能
や
知
識
を
学
ぶ

た
め
の
講
座
で
す
。
 

  
■
日
程（
6
日
間
）
 

5
月
10
日（
月
）・
11
日（
火
）・
13
日
 

（
木
）・
14
日（
金
）・
17
日（
月
）・
18

日（
火
）　
 

  
■
日
程（
6
日
間
）
 

5
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）・
24
日
 

（
月
）・
25
日（
火
）・
27
日（
木
）・
28

日（
金
）
 

■
時
間

と
も
に
午
後
6
時
〜
9
時
 

■
場
所

と
も
に
産
業
技
術
短
期
大
学
校
 

■
定
員
　
各
20
人
 

■
受
講
料

各
2
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）
 

■
申
込
受
付
期
間

○
ワ
ー
ド（
基
礎
）
 

3
月
10
日（
水
）〜
4
月
26
日（
月
）
 

○
ワ
ー
ド（
応
用
）
 

3
月
23
日（
火
）〜
5
月
6
日（
木
）
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
 

☎
0
5
5
3（
3
2
）5
2
0
2
 

 

  市
や
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
 

「
生
活
維
持
」
や
「
仕
事
と
家
事
・
育

児
の
両
立
」
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
■
ひ
と
り
親
家
庭
相
談

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
母
子

自
立
支
援
員
が
、
就
労
・
生
活
全
 

般
・
養
育
に
つ
い
て
の
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

■
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
給
付
金
 

2
年
以
上
の
看
護
師
な
ど
の
資
格

養
成
を
修
学
し
た
時
の
生
活
費
等
を

給
付
し
ま
す
。
 

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
 

知
識
・
技
能
習
得
の
た
め
の
雇
用

保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
指
定
講

座
な
ど
の
受
講
料
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
 

■
児
童
扶
養
手
当
　

父
と
生
計
を
別
に
す
る
児
童
が
育

成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
促
進
の
た
め
、
手
当
を
支
給
し
ま
 

す
。
 

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
ひ

と
り
親
と
児
童
の
保
険
診
療
分
の
医

療
費
を
助
成
し
ま
す
。
 

■
父
子
家
庭
児
童
育
成
手
当

母
と
生
計
を
別
に
す
る
父
子
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児

童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
 

■
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
祝
金

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
通
し
て
、
児
童
の
健
全
育
成

の
た
め
の
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

■
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
の
貸
付
制
度
で
す
。
 

 
※
給
付
や
助
成
を
受
け
る
に
は
、
一
定

の
要
件
や
審
査
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ

  補
聴
器
や
き
こ
え
に
つ
い
て
の
記
念

講
演
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時
　

3
月
7
日（
日
）　
開
場
　
午
後
１
時
 

■
場
所
　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
「
ゴ
ー
ル

ド
ル
ー
ム
」
 

■
入
場
料
　
無
料
 

 
■
問
合
せ
先

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
　
山
梨
県
地

方
部
会
 

☎
0
5
5（
2
7
3
）9
7
6
5

   市
で
は
、
市
内
在
住
の
障
が
い
者
な

ど
が
、
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、「
社
会
参
加
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
 

サ
ー
ビ
ス
を
既
に
受
け
て
い
る
方
の
 

「
平
成
22
年
度
更
新
申
請
」
を
、
3
月

1
日（
月
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
 

ま
た
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

い
方
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
 

 
■
対
象

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者（
児
）、

発
達
障
が
い
児（
者
）
 

 
■
支
援
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
や
車
両
に
よ
る
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

日
中
の
一
時
預
か
り
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
 

○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
 

短
期
訓
練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力
の

向
上
を
図
る
サ
ー
ビ
ス
 

※
サ
ー
ビ
ス
量
は
、
聞
き
取
り
な
ど
調

査
の
上
決
定
し
ま
す
。
 

な
お
、
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 
■
受
付
場
所

福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

ワ
ー
ド（
基
礎
）

ワ
ー
ド（
応
用
）

※該当する障がいの程度には条件がありますので、詳し 
　くはお問い合わせください。      

 減免に該当する身体障がいの程度
◎・・・本人運転のみ該当       
○・・・本人運転、または生計を一にする方、単身で生

活する障がい者を常時介護する方の運転が該当       
※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を
お持ちの方は、お問い合わせください。      
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笛吹市食生活改善推進員会では、平成19年度から石和

高校・山梨園芸高校で食育事業「すだちの教室」を開い

ています。この教室は、卒業後に親元を離れ多くの生徒

が一人暮らしを始めるこの時期に、自分自身の食事を見

直してこれからの健康づくりに役立ててもらうために実

施されています。 

今年度も、2月5日に山梨園芸高校で、13日には石和高

校で教室が開かれました。 

生徒たちは、調理実習で調理の楽しさを体験し、料理

カードを使ってバランスのよいメニュー作りを考えました。

また、同推進員が、生徒に興味を持ってもらえるように「ス

リム願望に潜む危険」や「たばこの害」について説明す

るなど、工夫をしながら食事の大切さを伝えました。 

この教室がきっかけとなり、食育の輪が広がっています。

同推進員会では、このような活動を今後も続けていきた

いと話していました。 

「すだちの教室」を開催
食生活改善推進員による高校生への食育の取り組み

診療月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

平均額

年間額

平成20年度

16,604

16,233

15,600

15,517

16,444

15,209

15,882

16,433

16,035

18,050

16,757

16,990

16,312

195,744

平成21年度

�17,027

16,917

16,192

17,119

18,063

17,431

17,653

18,034

16,792

17,247

206,964

   8
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。（
有
効
期

限
が
平
成
23
年
7
月
31
日
の
も
の
）
 

し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

（
以
下
「
保
険
料
」
）の
未
納
が
あ
る
場

合
は
、
有
効
期
限
が
通
常
よ
り
短
い
被

保
険
者
証
な
ど
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
 

す
。
 

保
険
料
の
督
促
状
や
催
告
書
が
届
い

て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
 

も
し
、
納
付
書
等
を
無
く
し
て
し
ま

っ
た
場
合
や
納
付
状
況
に
つ
い
て
疑
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

※
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
る
場
合
 

は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
口
座
が
あ
る
金
融
機
関

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

    
   

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

高
齢
者
医
療
担
当
　
　
　
　
　
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

学
生
の
皆
さ
ん
へ

  
国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
手
続
き
を

「
学
生
納
付
特
例
制
度（
以
下
「
特

例
制
度
」
）」
は
、
学
生
で
あ
る
た
め

収
入
が
少
な
く
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
で
き
な
い
場
合
、
申
請
で
保
険
料

納
付
が
猶
予
と
な
る
制
度
で
す
。
 

現
在
受
け
付
け
て
い
る
平
成
21
年
度
 

（
平
成
21
年
4
月
〜
平
成
22
年
3
月
分
）

の
申
請
締
切
は
、
4
月
30
日
（
金
）
で
 

す
。
 

特
例
制
度
の
承
認
期
間
は
一
年
度
ご

と
で
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
 

す
。
平
成
21
年
3
月
ま
で
で
承
認
期
間

が
切
れ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
平
成
21
年

度
中
に
20
歳
に
な
っ
た
方
で
ま
だ
特
例

制
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
急

い
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象

大
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
な
ど
 

で
、
平
成
20
年
中
の
所
得
が
1
1
8

万
円
以
下
の
方（
対
象
と
な
る
学
校

か
ど
う
か
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

※
平
成
21
年
度
の
特
例
制
度
承
認
期
間
 

は
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
22
年
3
月

分
ま
で
で
す
が
、
平
成
21
年
度
内
に

20
歳
に
な
っ
た
方
は
、
お
誕
生
月
か

ら
平
成
22
年
3
月
ま
で
で
す
。
 

■
持
ち
物

○
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
 

 ○
学
生
証
ま
た
は
発
行
日
が
平
成
21
年

度
内
の
在
学
証
明
書（
い
ず
れ
も
コ

ピ
ー
可
）
 

 ○
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
に
来
ら
れ
る

場
合
は
不
要
）
 

 ○
平
成
21
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
し

て
き
た
方
は
、
平
成
20
年
中
所
得
を

証
明
す
る
書
類（
平
成
21
年
度
所
得

課
税
証
明
、
所
得
証
明
な
ど
）
 

 ○
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生
に
な
っ

た
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
 

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
 

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
 

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
 

（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）
 

 ※
平
成
22
年
度
の
特
例
制
度
申
請
は
、

4
月
1
日
（
木
）
か
ら
受
け
付
け
ま
 

す
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
市
役
所
市
民
環
境
部
 

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当
 

☎
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・
甲
府
年
金
事
務
所
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
4
1

■
増
え
続
け
る
医
療
費

国
民
健
康
保
険（
以
下
「
国
保
」
）

か
ら
支
払
っ
て
い
る
医
療
給
付
費
 

は
、
今
年
度
11
月
ま
で
す
べ
て
の
月

で
前
年
度
を
上
回
り
、
一
人
当
た
り
 

5
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
年
間
1

万
1
2
2
0
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
分
は
、
そ
れ
に
見
合

う
分
の
国
保
税
と
し
て
、
加
入
者
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

平
成
21
年
度
は
、
特
例
的
に
一
般

会
計
か
ら
3
億
円
を
繰
り
入
れ
る
こ

と
で
、
国
保
税
の
上
げ
幅
を
抑
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
来
は
加
入

者
負
担
が
原
則
で
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
国
保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

で
医
療
費
を
節
約
で
き
ま
す
。
こ
れ

以
上
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

■
国
保
税
は
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う

増
え
続
け
る
医
療
費
を
賄
う
た
め

に
は
、
国
保
税
納
付
が
重
要
で
す
。

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
し
て
い
る

方
に
は
、
厳
し
く
対
処
し
ま
す
。
 

■
平
成
２２
年
度
国
民
健
康
保
険
証
を
郵

送
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の

有
効
期
限
は
、
3
月
31
日（
水
）ま
で

で
す
。
 

平
成
22
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を

3
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
4
月
か

ら
は
古
い
保
険
証
が
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
4
月
に
な
っ
て
も
新
し

い
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
未
納
が
あ
る
場
合
は
、「
短
期
被
保

険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が
一
旦
全

額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格
証
明
 

書
」
を
発
行
し
ま
す
。
 

 

■
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
時
は
喪
失

届
け
出
を

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
は
、

国
保
の
喪
失
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
な
い
と
医
療
保
険
に
二
重
加

入
し
て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

○
持
ち
物
 

・
職
場
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
 

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
 

・
印
鑑
 

 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
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調理実習を行う生徒たち 

料理カードでメニューの勉強 

市
の
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成
22
年
度

国
民
健
康
保
険
税
率
の
大
幅
引
き
上
げ
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

※国民健康保険の医療費の算定期間は、 
　3月から翌年2月までです。 
 
 

一人あたり医療給付費の推移
（単位：円）
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■問合せ先　　子育て支援センターきっずいちのみや　☎0553（47）1345

予防接種名

2期

3期

4期

平成15年4月2日～
平成16年4月1日生まれ
           
平成 8年4月2日～
平成 9年4月1日生まれ
           
平成 3年4月2日～
平成 4年4月1日生まれ

麻しん
風しん混合

対象児（通知発送済み）

予防接種名

平成21年12月生まれ

平成21年3月生まれ

平成11年3月生まれ
        
現在接種のおすすめを
控えています

ＢＣＧ�        

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合　1期
        
二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1、2期

通知発送対象児

サークル名 定員 対象年齢 活動日 活動時間 会費など 活　動　内　容

3B体操

ジャイロキネシス

火曜日サークル
水曜日サークル
木曜日サークル
金曜日サークル

ふたご・みつご
サークル

4月～9月 
毎月第3金曜 

4月～9月 
毎月第4火曜 

毎月第2火曜 
毎月第2水曜 
毎月第2木曜 
毎月第2金曜 

毎月第2月曜 

午前10時30分 
～11時30分 

6カ月コース 3,000円 
※託児あり（要相談） 

午前10時30分 
～11時30分 

6カ月コース 3,000円 

午前10時30分 
～12時 

月200円×12カ月 
（材料費等含む） 
※初回に徴収します。 

初めてのふたご・みつご育児は戸惑うことも多
いです。サークルでみんなと話したり、相談し
たりすることで、育児の楽しさが倍増するはず。
お母さん自身も子どもたちも、ふたごのお母さ
んであるスタッフから育児のコツを聞けます。 

体を動かすことが大好きな親子を募集します。
指導士の下で、親子のコミュニケーション
を深めましょう。 

ハリウッド発祥、山梨初のエクササイズ「ジャイ
ロキネシス」。ヨガをベースにしたゆっくりな動
きで、体の調子を整えシェイプアップしましょう。 

就学前の子どもを 
子育て中の方 

8カ月～就学前の 
子どもと保護者 

2カ月～10カ月 
2カ月～10カ月 
11カ月～1歳6カ月 
1歳7カ月～3歳 

0歳～就園前 

20組 

15人 

12組 
12組 
12組 
12組 

7組 

親子あそび、わらべうた、リトミック、 
手作り制作、運動あそび読み聞かせ、 
おしゃべりタイムなど 

お誕生日会
　その月生まれのお友だち、お祝いを一緒にしてくれる 
お友だち、みんなでお祝いしましょう。（プレゼントあり）　 
■日時　毎月1日（土・日、祝日などの場合は翌日） 
　　　　午前10時30分～11時30分 
■場所　きっずいちのみや　 

ホール解放の日
　きっずいちのみや３階大ホールを解放します。 
途中、スタッフによる体を動かす親子遊びの時間 
もあります。 
■日時　毎月第１金曜日　午前10時～12時 

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
確
認
を

    現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者

証（
ピ
ン
ク
）を
お
持
ち
の
方
で
、
被
保

険
者
証
が
新
し
く
な
っ
た
方
は
、
受
給

資
格
者
証
と
被
保
険
者
証
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

受
給
資
格
者
証
と
被
保
険
者
証
の
 

「
記
号
番
号
」
や
「
保
険
者
番
号
」
な

ど
が
異
な
っ
て
い
る
と
、
県
内
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
に
窓
口
無
料
と
な

り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
場
合
は
、
児
童
課
ま
た
は
各
支

所
で
受
給
資
格
者
証
の
変
更
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

■
持
ち
物

○
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
 

○
お
子
さ
ん
の
被
保
険
者
証
 

○
印
鑑
 

 ■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

石
和
子
ど
も
ま
つ
り

  「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
料
理
・

工
作
・
乗
車
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

3
月
7
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
内
容
　

○
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー（
午
前
10
時
〜
）
 

○
工
作
コ
ー
ナ
ー（
科
学
工
作
）
 

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

パ
ト
カ
ー
・
高
機
動
車
・
バ
イ
ク
・

消
防
自
動
車
・
煙
体
験
 

○
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
 

○
お
茶
会
 

○
ク
レ
ー
プ
・
豚
汁
 

○
昔
の
遊
び
と
紙
芝
居
 

               
■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

岩
城
敏
之
さ
ん
の
笑
っ
て

学
ぶ
子
育
て
の
コ
ツ

   
―
ケ
ン
カ
や
ト
ラ
ブ
ル
は
怖
く

な
い
―

　
 

ど
の
よ
う
な
遊
び
が
子
ど
も
の
発
達

に
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

発
達
に
良
い
遊
び
や
お
も
ち
ゃ
選
び

の
秘
訣
な
ど
を
、「
お
も
ち
ゃ
屋
の
お

っ
ち
ゃ
ん
」
で
も
あ
る
岩
城
敏
之
先
生

に
教
わ
り
な
が
ら
、
遊
び
や
世
界
の
お

も
ち
ゃ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
大
人
も

夢
中
に
な
る
お
も
ち
ゃ
が
い
っ
ぱ
い
で
 

す
。
 

後
半
は
、「
子
育
て
の
コ
ツ
」
を
楽

し
く
学
べ
る
講
座
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
対
象
・
定
員

0
歳
か
ら
未
就
学
児
の
親
子
50
組
 

（
祖
父
母
を
含
む
）
 

※
大
人
だ
け
の
参
加
も
可
 

■
日
時

3
月
21
日（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時
 

■
場
所
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室
 

■
講
師

岩
城
敏
之
氏（
（有）
キ
ッ
ズ
い
わ
き
代
 

表
・
日
本
子
ど
も
発
達
研
究
所
講
師
） 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
方
法

　
電
話
で
児
童
課
ま
た
は
各
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
3
月
15
日（
月
）
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。
 

■
主
催
　
笛
吹
市
 

■
協
力
団
体

○
笛
吹
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

○
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
 

            
■
申
込
・
問
合
せ
先

○
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

・
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5
 

・
き
っ
ず
み
さ
か
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8
 

・
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2
 

○
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

麻
し
ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種

 麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
生
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
対

象
者
に
は
、
昨
年
4
月
に
通
知
を
送
付

し
て
あ
り
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
方
は
早
め
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

自
分
自
身
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
や
友
人
の
た
め
に
も
、
こ
の
機
会

に
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
  

※
3
月
31
日（
水
）ま
で
は
、
無
料（
公

費
負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
が
、
4

月
1
日（
木
）以
降
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
  
 

乳
幼
児
予
防
接
種

 対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

   
 
 
 

               
■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

健
康
を
守
る
た
め
に
予
防
接
種
を

いろいろな体験を楽しもう！ 

毎月の
イベント
お知らせ

　平成22年度4月から入会する子育てサークル会員を募集をします。入会希望の方は、気軽にお問い合
わせください。        
　また、登録を希望するサークルや団体、自主サークルを作ってみたい方も募集しています。1年後には、
独自にサークルを運営できるよう、スタッフがサポートやその後の支援も行います。        
※曜日別サークルは初めての方のみが対象です。        
※会員登録をすると、きっずいちのみやのサークル室が無料で利用できます。（月1回）       

笛吹市子育てサークルねっと

岩城先生 



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

20

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

21

地
震
に
備
え
て

  
無
料
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事

 笛
吹
市
は
、
東
海
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
大
き
な
地
震
災
害
を
受
け
る
恐

れ
が
あ
る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
 

域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
無
料
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
工
事
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

「
わ
が
家
の
安
心
安
全
」
の
た
め
に
、
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

   ■
対
象
住
宅

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

が
対
象
で
す
。
 

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
し
た
場
合
も
可
）
 

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象
 

外
）
 

③
長
屋
・
共
同
住
宅
以
外
の
も
の
 

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
 

⑤
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
、
所
有
し

居
住
し
て
い
る
住
宅（
複
数
の
住
宅

を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
主
に
居

住
し
て
い
る
1
棟
が
対
象
）
 

 

■
募
集
戸
数
　
30
戸
 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
診
断
費
用
　
無
料（
市
が
全
額
負
担
） 

 
■
申
込
方
法

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
各
支

所
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
記
入
・

押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
受
付
期
間

3
月
10
日（
水
）〜
4
月
9
日（
金
）
 

     
■
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
 

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、「
山
梨

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
 

ル
」
に
基
づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
等
 

で
、
総
合
評
点
1
・
0
未
満
と
判
定

さ
れ
た
個
人
住
宅（
自
己
用
）な
ど
 

（
耐
震
診
断
は
、
上
記
の
耐
震
診
断

で
も
可
）
 

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
 

■
対
象
工
事
な
ど

○
耐
震
改
修
 

住
宅
の
総
合
評
点
が
1
・
0
以
上
と

な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事（
耐

震
補
強
に
結
び
付
か
な
い
工
事
を
除
 

く
）
 

○
耐
震
建
替
 

現
在
居
住
す
る
住
宅
を
取
り
壊
し
、

市
内
に
新
築
す
る
工
事
 

○
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
 

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
も
の
を
設
置

す
る
工
事
 

■
補
助
内
容

○
耐
震
改
修
・
耐
震
建
替
 

工
事
費
用
の
3
分
の
2
以
内
で
、

上
限
は
80
万
円
で
す
。
 

○
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
 

工
事
費
用
の
3
分
の
2
以
内
で
、

上
限
は
24
万
円
で
す
。
 

■
申
込
方
法

い
ず
れ
の
補
助
金
も
、
必
ず
着
手

前
に
申
請
・
協
議
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

申
請
書
審
査
で
補
助
基
準
に
適
合

し
た
場
合
、
市
か
ら
決
定
通
知
が
届

き
ま
す
。
そ
の
後
工
事
に
着
手
し
て

く
だ
さ
い
。
 

※
す
で
に
工
事
着
手
し
た
も
の
や
完
成

し
た
も
の
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

計
画
指
導
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

下
水
道
受
益
者
負
担
金

無
料
耐
震
診
断

納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

耐
震
改
修
・
耐
震
建
替
・
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
工
事
の
補
助
制
度

申
告
書
の
返
送
は
お
済
み
で
す

か

浄
化
槽
を
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

    浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
、
し
尿
や
台
所
・
風
呂
・
洗
面
所

な
ど
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い
に

す
る
施
設
で
す
。
 

管
理
が
不
十
分
だ
と
、
悪
臭
や
川
の

汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
機

能
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
正
し
く
管

理
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
浄
化
槽
管
理
者（
所
有
者
）は
、
浄
化

槽
法
で
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 保
守
点
検

県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検

業
者
に
委
託
し
て
、
保
守
点
検
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
 

浄
化
槽
管
理
者（
所
有
者
）は
、
浄
化

槽
法
10
条
に
よ
り
、
定
期
的
に
保
守
点

検
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

 清
　
掃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に

依
頼
し
て
、
浄
化
槽
を
年
1
回
以
上
清

掃
し
て
く
だ
さ
い
。
 

浄
化
槽
の
中
に
は
汚
泥
な
ど
が
た
ま

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
放
流

水
と
と
も
に
流
れ
出
す
だ
け
で
な
く
、

浄
化
槽
の
機
能
不
良
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
 

 法
定
検
査

法
定
検
査
は
、（
社
）山
梨
県
浄
化
槽

協
会
が
行
い
ま
す
。
 

法
定
検
査
に
は
、
浄
化
槽
の
使
用
開

始
後
、
3
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
5

カ
月
間
の
間
に
行
う
検
査（
7
条
検
査
）

と
年
1
回
行
う
検
査（
11
条
検
査
）が
あ

り
ま
す
。
 

浄
化
槽
管
理
者（
所
有
者
）は
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
 

れ
、
浄
化
槽
が
適
正
に
機
能
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
た
め
、
年
1
回
法
定
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 ■
法
定
検
査
手
数
料

○
7
条
検
査
 

・
10
人
槽
以
下
　
8
0
0
0
円
 

・
11
〜
50
人
槽
　
1
万
円
 

○
11
条
検
査
 

・
10
人
槽
以
下
　
4
0
0
0
円
 

・
11
〜
50
人
槽
　
6
0
0
0
円
 

 
■
問
合
せ
先

○
法
定
検
査
実
施
機
関
 

（
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会
 

☎
0
5
5（
2
3
2
）2
7
6
2
　
 

○
保
守
点
検
・
清
掃
　
 

市
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7
 

○
浄
化
槽
に
関
す
る
こ
と
 

県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
3
9

市営住宅の家賃に関するお知らせ
 

4月1日（木）から、家賃算定に必要な応益係数（各住宅の経過年数や利便性など4項目を勘案し

て数値化したもの）の一部を見直しているため、市営住宅の家賃が変わります。 

算定方法は、「基礎家賃額（国土交通省指定）×応益係数」となっています。市営住宅の家賃は、

この計算式を基に、入居者の世帯構成・所得に応じて最終決定されます。 

詳細はお問い合わせください。 

■問合せ先　建設部　管理総務課　総務住宅担当　☎055（261）3332

      平
成
22
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
対
象
者
に
「
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
受
益
地
申
告
書
」
を
2
月
に

送
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
申
告
書
に
は
地
目
・
面
積
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
金

支
払
い
の
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
ま
だ
返
送（
申
告
）し
て
い
な
い

方
は
、
早
急
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場
合
は
、

条
例
施
行
規
則
等
で
認
定
さ
れ
賦
課

と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
支
払
方
法
が
分
割
納
付
と
な

り
ま
す
の
で
報
奨
金
が
付
き
ま
せ
 

ん
。
 

 
※
申
告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
送

付
し
ま
し
た
。
 

所
有
地
に
つ
い
て
の
権
利
関
係
等
が

あ
る
場
合
は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受

益
者
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   現
在
、
支
払
い
中
の
受
益
者
負
担
金

の
納
付
方
法
を
、
次
の
よ
う
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
■
分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付
へ

分
割
納
付
の
場
合
、
年
に
4
回
支

払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
報
奨

金
が
付
き
ま
せ
ん
。
 

一
括
納
付
の
場
合
、
ま
と
め
て
支

払
い
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
報
奨
金

が
付
き
ま
す
。
 

 

■
変
更
で
き
る
方
の
条
件

①
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方
 

②
6
月
1
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
に
残

金
を
完
納
で
き
る
方
 

 ■
納
付
書
支
払
か
ら
口
座
振
替
へ

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
に
出
向

い
て
支
払
う
必
要
の
な
い
便
利
な
制

度
で
す
。
 

金
融
機
関
に
預
金
口
座
振
替
依
頼

書
が
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
物
を
持
参
し
て
、
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

○
印
鑑（
金
融
機
関
取
引
印
）
 

○
預
貯
金
通
帳
 

○
納
入
通
知
書
兼
領
収
書（
通
知
書
番

号
が
わ
か
る
も
の
）
 

 
■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
し
て
い
ま
す
か
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「緑の募金」で緑いっぱいに
 

皆さんにご協力いただいた平成21年度「緑

の募金」運動において、家庭・企業募金、

職場募金合計で2,699,994円もの募金が集ま

りました。 

この募金は、市内の学校への植栽や緑

化資材の購入、公共施設の緑化、緑の少

年隊の育成、緑化の啓発など、笛吹市緑

化推進会議の緑化事業に活用されます。 

また、水源の森やみんなの森の造成、

管理が行き届いていない森の整備、国際

協力としての熱帯林保全、砂漠の緑化な

どに活用されます。 

 

■問合せ先

笛吹市緑化推進会議（産業観光部 

農林振興課内）　☎055（262）4111

 

 

御坂児童センターで太陽光発電
 

御坂児童センターには、「独立行政法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）」

と市との共同研究により、太陽光発電設備が

設置されています。 

この設備により、昨年1年間で4,777キロワッ

ト時（109,088円）発電できました。この発電量は、

1世帯が1年間に消費する電気量（約3,600キロワ

ット時）を上まわります。 

御坂児童センターにお越しの際には、発電

設備や表示パネルで発電状況などを確認して

みてください。天候による発電量の違いなど

を比べてみるのもおもしろいかもしれません。 

 

■問合せ先

保健福祉部　児童課　児童家庭担当 

☎055（261）1904

労
働
関
係
の
相
談
は
労
働

委
員
会
へ

   山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
が
円
満
な
労
使
関
係
を
築
い

て
い
か
れ
る
よ
う
に
次
の
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。
労
働
関
係
で
お
困
り
の
方

は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

  使
用
者
は
、
労
働
者
が
労
働
組
合
に

入
っ
た
り
、
活
動
し
た
り
し
た
こ
と
を

理
由
に
、
解
雇
や
配
置
転
換
な
ど
の
不

利
益
な
扱
い（
不
当
労
働
行
為
）を
す
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

不
利
益
な
扱
い
を
さ
れ
た
労
働
者
や

労
働
組
合
は
、
労
働
委
員
会
に
救
済
の

申
立
て
が
で
き
ま
す
。
労
働
委
員
会
 

は
、
申
立
て
内
容
を
審
査
し
て
、
使
用

者
に
対
し
て
不
利
益
な
扱
い
を
し
な
い

よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  使
用
者
が
団
体
交
渉
に
応
じ
な
い
場

合
な
ど
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
労
働

争
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

労
働
委
員
会
は
、
労
働
争
議
の
当
事
者

の
申
請
な
ど
に
よ
り
、
当
事
者
双
方
の

言
い
分
を
聞
き
、
問
題
点
を
整
理
し
て

労
働
争
議
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。
 

  労
働
者
個
人
と
会
社
と
の
間
で
、
仕

事
上
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
金
引
き
下
げ
、
セ
ク
ハ
 

ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）が
生
じ
た
場
合
 

に
、
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
、

問
題
点
を
整
理
し
て
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
あ
た
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
労
働
委
員
会
　
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
8
2
7

移
動
県
民
相
談

  法
律
相
談（
家
族
、
相
続
、
金
銭
貸
 

借
）、
労
働
相
談
、
交
通
事
故
相
談
、

消
費
生
活
相
談
な
ど
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

■
日
時
　

３
月
16
日（
火
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
 

■
場
所
　

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
 

1
階
1
0
2
・
1
0
3
会
議
室
 

※
予
約
不
要
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
 

・
県
民
生
活
相
談
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
6
6
 

・
消
費
生
活
相
談
　
 

☎
0
5
5（
2
3
5
）8
4
5
5

不
当
労
働
行
為
の
救
済

労
働
争
議
の
調
整

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

   ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
 

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
 

き
、
市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

■
日
時

3
月
17
日（
水
）
 

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室
 

■
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）

　
 

■
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
な
ど

が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
 

い
。
 

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

 

■
日
時

○
3
月
5
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

○
3
月
14
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
両
日
と
も
に
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 ※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

印
鑑
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
 

書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 ■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
　
　

入
札
説
明
会

  市
で
は
、
平
成
22
年
度
入
札
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

事
前
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
業
者

の
方
に
限
ら
ず
関
心
の
あ
る
方
は
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
時

3
月
16
日（
火
）午
後
2
時
〜
4
時
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

 

※
当
日
は
、
施
設
の
裏
に
あ
る
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
0

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相

談
会    社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
 

で
、
確
認
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
、

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 

■
日
時

3
月
17
日（
水
）
 

午
前
9
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
4
時
 

■
場
所

市
役
所
本
庁
　
3
階
会
議
室
 

■
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど
 

（
ほ
か
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審

査
会
」

   検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐
 

欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
け
れ
ど
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と（
不
起
訴
）に
つ
い
て
、
そ
の
処
分

に
不
満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申

し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起

訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
し
ま
す
。
 

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
す
の
で
、
誰
も
が
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
 

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局（
甲
府
地

方
裁
判
所
内
）
 

☎
0
5
5（
2
1
3
）2
5
4
8
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１月15日、いちのみや桃の里ふれあい文化館で「味
噌作り教室」を開催しました。参加者は、無添加のお
いしい味噌ができることを期待しながら、混ぜたりこ
ねたりして楽しく約150キロの味噌を仕込みました。夏
が終わる頃には、おいしい味噌が出来上がります。こ
の教室で学んだ後、自宅で味噌を仕込み、親戚などに
配るつもりだと話している方もいました。 
味噌は、古来より受け継がれた健康食品ですが、最近では、核家族化や住宅事情などで味噌を手作
りする家庭が減少しています。今後も、食文化に限らず、伝承していきたい文化や芸能、また伝えて
いくべき歴史について、各地区講座やスコニティ講座（地域コミュニティ助成制度）などをとおして、
皆さんに学んでいただける機会を設けていきたいと考えています。ご意見ご要望などありましたら、
ぜひお寄せください。 

■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎055（261）3339

   県
内
の
発
掘
調
査
の
よ
う
す
を

紹
介
し
ま
す
。
武
田
氏
館
跡
、
新

府
城
跡
と
そ
の
周
辺
遺
跡
な
ど
、

最
新
の
発
掘
情
報
が
満
載
で
す
。
 

■
期
間
　
3
月
14
日（
日
）ま
で
 

 
  釈

迦
堂
の
土
偶
7
点
が
、
昨
年

秋
に
大
英
博
物
館
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
が
注
目
す
る
土
偶
の

帰
国
展
で
す
。
併
せ
て
県
内
の
土

偶
も
多
数
紹
介
し
ま
す
。
 

■
期
間

3
月
31
日（
水
）〜
5
月
31
日（
月
） 

   窓
の
外
に
は
満
天
の
星
空
。
フ

ル
ー
ト
と
電
子
ピ
ア
ノ
、
サ
ッ
ク

ス
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

3
月
27
日（
土
）午
後
7
時
か
ら
 

■
演
奏

岡
村
孝
子（
フ
ル
ー
ト
）、
岡
村

真
美
子（
電
子
ピ
ア
ノ
）、
雨
宮

雄
貴（
サ
ッ
ク
ス
）
 

■
定
員
　
　
60
人（
要
事
前
申
込
）
 

■
参
加
費
　
2
0
0
円
 

■
申
込
方
法

3
月
1
日（
月
）以
降
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
に
な
り
ま
す
。
 

    市
内
在
住
の
小
学
生
は
、「
利
用
 

券
」
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の

家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽
し
く
利
用

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し
て

く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員（
年

会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

釈
迦
堂
を
「
お
気
に
入
り
」
の

場
所
と
し
て
、
楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

 
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
釈
迦
堂
ふ
ぁ

ん
」
と
小
学
生
利
用
券
で
楽
し

も
う
！

い
に
し
え
の
丘

星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
　

「
祈
り
の
ま
な
ざ
し
　
土
偶

大
英
博
物
館
　
帰
国
展
」

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
 

○
休
館
日 

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

（
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円
 

（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

利
用
券
を
提
示
す
る
と
同
伴
者
も
 

入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

件　　　　名

ティルティングパン購入 

学校給食用食器消毒保管庫購入 

Windows ソフトウエアアシュアランスライセンス購入 

サーバ仮想化ソフトウエア購入 

笛吹市立石和西小学校校舎増築工事（電気設備工事） 

笛吹市立石和西小学校校舎増築工事（機械設備工事） 

市道石和376号線側溝改修工事 

市道一宮3-54号線側溝改修工事 

笛吹市道区画線補修業務委託 

下水道関連配水管布設替工事第3工区（一宮） 

下水道関連配水管布設工事第2工区（一宮） 

笛吹市立石和西小学校校舎増築工事（建築主体工事） 

下水道管渠布設工事第14工区（一宮) 

ポンプ車 

みさか桃源郷公園内ほたる池改修設計業務委託 

市道御坂950号線用地測量調査業務委託 

市道石和102号線道路改良工事 

電子黒板購入 

教育用パソコン購入 

校務用パソコン購入 

一宮町配水管布設工事第7工区（竹原田） 

一宮町配水管布設工事第6工区（東原） 

下水道関連配水管布設替工事（石和3工区） 

下水道管渠布設工事第17工区（石和） 

かすがい東保育所外構工事 

二之宮地内配水管布設工事実施設計業務委託 

大野寺地内石綿管布設替工事実施設計業務委託 

市道一宮1－17号線舗装工事 

市道境川1号線側溝改修工事 

消防団石和分団第６部拠点施設新築工事 

消防団石和分団第12部拠点施設新築工事 

一宮テニスコート砂入り人工芝改修工事 

御坂体育館屋根大規模改修工事 

市道石和16号線側溝改修設計業務委託 

住民情報系システムソフトウエア購入 

住民情報系システムハードウエア購入 

市道石和148号線舗装改修工事 

マンホールポンプ更新工事第1工区（石和） 

東原地内畑地灌漑設備修繕工事 

下平井川改修工事 

下水道管渠布設工事第24工区（春日居） 

桑戸地内水路改良工事 

小松農道改良工事 

今井川安全施設設置工事 

かすがい東保育所事務備品 

県農務部関連配水管布設工事実施設計業務委託（芦川） 

石和町地内測量設計業務委託 

砂原橋関連概略・予備設計業務委託 

市道境川406号線他舗装工事 

一宮町配水管布設工事第11工区（上矢作） 

一宮町配水管布設工事第12工区（末木） 

市道石和24号線舗装本復旧工事 

市道八代513号線外改良工事 

笛吹市石和保健福祉センター発電機設備工事 

一宮町配水管布設工事第9工区（一ノ宮・末木） 

一宮町配水管布設工事第8工区（石） 

一宮町配水管布設工事第10工区（塩田） 

場　　所

石和東小学校 

富士見小学校給食調理場 

市内 

市内 

石和町唐柏 

石和町唐柏 

石和町四日市場 

一宮町末木 

市内 

一宮町塩田 

一宮町一ノ宮 

石和町唐柏 

一宮町一ノ宮 

一宮町東新居（消防団一宮分団第16部） 

御坂町尾山 

御坂町成田 

石和町八田 

市内小中学校 

市内小学校（４校） 

市内小中学校 

一宮町竹原田 

一宮町東原 

石和町四日市場 

石和町四日市場 

春日居町加茂 

御坂町二之宮 

御坂町大野寺 

一宮町北都塚 

境川町大黒坂 

石和町日の出 

石和町河市内 

一宮町東原 

御坂町尾山 

石和町八田・川中島 

市内 

市内 

石和町窪中島 

石和町松本 

一宮町東原 

石和町下平井 

春日居町小松 

春日居町桑戸 

春日居町小松 

石和町今井・河内 

春日居町加茂 

芦川町鶯宿 

石和町 

市内 

境川町寺尾 

一宮町上矢作 

一宮町末木 

石和町東高橋・今井・河内 

八代町増利 

石和町市部 

一宮町一ノ宮・末木 

一宮町石 

一宮町塩田 

予定価格（円）

¥1,000,000 

¥1,200,000 

¥1,550,000 

¥12,000,000 

¥3,400,000 

¥4,400,000 

¥2,860,000 

¥3,000,000 

¥6,200,000 

¥9,300,000 

¥15,000,000 

¥32,000,000 

¥29,000,000 

¥16,000,000 

¥2,800,000 

¥13,000,000 

¥8,000,000 

¥19,000,000 

¥35,000,000 

¥150,000,000 

¥6,200,000 

¥8,300,000 

¥15,200,000 

¥19,500,000 

¥39,000,000 

¥4,100,000 

¥9,300,000 

¥5,340,000 

¥6,800,000 

¥14,200,000 

¥17,700,000 

¥23,000,000 

¥40,500,000 

¥6,000,000 

¥18,000,000 

¥75,000,000 

¥7,200,000 

¥16,000,000 

¥6,600,000 

¥8,200,000 

¥9,300,000 

¥8,100,000 

¥8,500,000 

¥23,000,000 

¥4,500,000 

¥1,800,000 

¥5,400,000 

¥31,000,000 

¥2,740,000 

¥2,000,000 

¥3,900,000 

¥10,500,000 

¥14,500,000 

¥19,500,000 

¥6,740,000 

¥9,500,000 

¥13,400,000

決定額（円）

¥760,000 

¥720,000 

¥1,350,000 

¥8,980,000 

¥3,230,000 

¥4,300,000 

¥2,820,000 

¥2,880,000 

¥5,800,000 

¥8,650,000 

¥14,260,000 

¥25,500,000 

¥28,285,000 

¥15,580,000 

¥2,200,000 

¥11,450,000 

¥7,770,000 

¥9,350,000 

¥22,800,000 

¥123,000,000 

¥5,750,000 

¥7,850,000 

¥14,000,000 

¥18,330,000 

¥37,800,000 

¥2,300,000 

¥3,520,000 

¥5,070,000 

¥6,459,000 

¥13,480,000 

¥16,800,000 

¥22,285,000 

¥33,000,000 

¥5,500,000 

¥16,800,000 

¥67,000,000 

¥7,000,000 

¥15,900,000 

¥6,000,000 

¥7,950,000 

¥8,830,000 

¥7,850,000 

¥8,160,000 

¥21,600,000 

¥4,290,000 

¥1,090,000 

¥4,800,000 

¥27,800,000 

¥2,650,000 

¥1,890,000 

¥3,730,000 

¥9,650,000 

¥13,630,000 

¥18,000,000 

¥6,133,000 

¥9,000,000 

¥11,920,000 

 

 

 

 

 

決　定　業　者

（株）日新厨房企画 

（株）日新厨房企画 

（株）甲陽 

（株）甲陽 

（有）エルテック 

（有）佐野工業所 

（有）末木建設 

（株）佐野緑化土木 

（株）甲陽 

（有）タナカ設備 

（株）佐野緑化土木 

（株）中村工務店 

（株）飯塚工業 

東八防災（株） 

（株）カワイ 

（株）カワイ 

（有）末木建設 

コンピュータ利用促進協同組合 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

（有）松山興業 

（有）ツチヤ設備 

（有）中村設備 

（株）筒井建設 

風間興業（株） 

東京設計（株）山梨営業所 

冨洋設計（株）山梨営業所 

丸吉工業（有）笛吹支店 

（株）上組 

（株）古屋工業 

（有）若杉工務所 

（株）飯塚工業 

（株）地場工務店 

（株）ブレーンズ 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

中央舗道建設（有） 

新明和工業（株）産機システム事業部　営業本部 

（有）タナカ設備 

（株）岡工務所 

（株）栗田工業 

（株）岡工務所 

（株）小越建設 

（有）松山興業 

（株）マルアイ産機 

（株）三水コンサルタント山梨事務所 

森田測量（株） 

（株）サンポー 

（株）ＭＵＫＡＩ 

（有）佐野工業所 

石原設備 

（株）拓甲建設　笛吹支店 

（株）上野建工 

（株）真栄電気 

（有）石倉興業 

（有）椚設備 

（有）桃李 

 

 

 

 

 

入　札　日

平成21年11月5日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月5日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月12日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月12日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月19日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月19日※ 

　　　　〃 

平成21年11月26日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年11月26日※ 

平成21年12月10日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年12月10日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

 

 

 

 

 

入札結果のお知らせ

※総合評価落札方式 
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狂犬病予防注射日程と犬の登録 

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 

4月1日（木）から、一部地域で「ミックスペー
パー、その他プラスチック」の排出場所の変更
や増設が行われます。なお、排出場所は各地区
で決められています。 
詳細は、ごみ減量課または各支所へお問い合
わせください。なお、平成22年度のごみの収集
日程表または回覧チラシ、市ホームページでも
ご確認いただけます。 
 

～石和町にお住まいの皆さんへ～
4月1日（木）から、石和町の「ミックスペーパー、
その他プラスチック」排出曜日が次のとおり変
更になります。 
○ミックスペーパー　　毎週水曜日 
○その他プラスチック　毎週土曜日 

リサイクルフェア（なでしこフェア）
～再生自転車の抽選販売～

狂犬病予防法により、生後91日以上の犬は毎年1回の狂犬病予防注射を受けることが義務付けられてい
ます。また、飼い犬の登録も義務となっています。 
平成22年度狂犬病予防注射と新規登録を次ページのとおり行いますので、飼い犬の注射と登録をお願い
します。 
○犬の登録は生涯1回です。登録済みの犬は、登録料はかかりません。 
○お住まいの地区に関係なく、どこの会場でも注射と登録ができます。 
○次ページの日程以外で、訪問などによる注射を受ける場合は、注射料金が割り増しになることがありま
すのでご注意ください。 
○飼い犬を登録している飼い主には、ハガキを地区別に順次発送します。必ずハガキを会場に持参してく
ださい。 
○会場は混雑が予想されますので、支払いの際はおつりがいらないようご協力をお願いします。 

甲府市リサイクルプラザの「なでしこ工房」
で再生した子ども・大人用自転車を、格安で抽
選販売します。詳細はお問い合わせください。 
 
■日時　3月6日（土） 
○展示・応募受付 
　　　午前9時～10時 
○抽選会・搬出　　 
　　　午前10時15分～11時30分 
■場所　甲府市リサイクルプラザ再生品頒布室 
　　　　（甲府市上町601―2） 
 
■問合せ先
甲府市　環境部　環境保全課 
☎055（241）4312

ミックスペーパーとその他プラス
チックの排出場所・曜日の変更

狂犬病予防注射日程表

※飼い犬が登録済みの場合は、飼い主にハガキが送付されますので、必ず会場へお持ちください。 

※既に死亡した犬の届け出をしていない方は、ごみ減量課または各支所へ届け出をお願いします。 

川中島公民館 

八田公民館 

小林公園     

山岸公民館     

日の出出荷所     

笛吹農協石和支所第２共選所（四日市場公民館） 

広瀬公民館     

唐柏集落センター     

笛吹農協富士見支所東部共選所（小石和） 

笛吹農協富士見支所南部共選所（井戸） 

笛吹農協富士見支所第一共選所（東高橋）

河内公民館 

笛吹農協石和支所第３共選所（中川） 

窪中島公民館     

奈良原集落センター     

門林公民館     

下の川公民館     

岡集落センター     

笛吹農協八代支所東部共選所    

笛吹農協八代支所北部共選所     

米倉集落センター     

笛吹農協御所支所     

増田営農センター     

新浜集落センター     

八代支所駐車場     

大黒坂集荷所     

小黒坂集荷所     

小山公民館     

前間田コミュニティセンター     

石橋農産物加工センター     

三椚公民館     

大坪ふれあいプラザ     

大窪公民館     

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）  

原公民館     

上寺尾公民館     

中寺尾公民館     

間門（新）公民館     

桑戸公民館     

別田チビッコ広場     

国府公民館     

春日居スポーツ広場駐車場    

 

4月5日 

（月） 

       

    

4月6日 

（火） 

       

    

4月7日 

（水） 

       

4月8日 

（木） 

 

 

4月12日 

（月） 

    

       

    

4月13日 

（火） 
    

    

   

  

4月14日 

（水） 
    

    

    

    

    

4月15日 

（木） 

    

    

      

4月16日 

（金） 

日　程 場　　　　所 時　　間
午前9：30～10：30 

午前10：50～11：40 

午後1：15～2：00 

午後2：20～3：00 

午前9：30～10：20 

午前10：40～11：40 

午後1：15～2：00 

午後2：20～3：00 

午前9：30～10：30 

午前10：50～11：40 

午後1：15～1：50 

午後2：10～3：00 

午前9：30～10：30 

午前10：50～11：40 

午前9：00～9：30 

午前9：45～10：10 

午前10：20～10：45 

午前11：00～11：45 

午後1：15～2：00 

午後2：15～4：00 

午前9：00～9：45 

午前10：00～10：45 

午前11：00～11：45 

午後1：15～1：45 

午後2：00～3：30 

午前9：30～10：00 

午前10：15～11：00 

午前11：15～11：45 

午後1：30～2：00 

午後2：15～3：00 

午後3：15～3：45 

午後4：00～4：30 

午前9：30～10：00 

午前10：15～11：00 

午前11：15～11：45 

午後1：30～2：00 

午後2：15～2：45 

午後3：00～3：30 

午前9：10～10：20 

午前10：30～12：00 

午後1：10～2：20 

午後2：40～3：30

※上の日程で都合のつかない方は、5月に予備日を予定していますのでご利用ください。詳細は、ごみ減
量課へお問い合わせください。                                

石
　
　
和
　
　
町

八
　
代
　
町

境
　
川
　
町

春 

日 

居 

町

 

 

 

 

4月19日 

（月） 

    

       

    

    

    
4月20日 

（火） 

   

  

4月21日 

（水） 

    

  

 

   

4月22日 

（木） 
    

    

    

        

4月23日 

（金） 
  

   

4月26日 

（月） 

      

4月27日 

（火） 

 

4月28日 

（水） 

 

日　程 場　　　　所 時　　間
午前9：00～9：20      

午前9：30～9：50      

午前10：00～10：20      

午前10：30～11：00      

午前11：10～11：40      

午後1：10～1：30      

午後1：40～2：00      

午後2：10～2：40      

午後2：50～3：10      

午後3：20～3：50      

午前9：00～10：30      

午前10：50～11：30      

午後1：10～2：00      

午後2：20～3：20      

午前9：30～10：20      

午前10：40～11：30      

午後1：00～1：50      

午後2：10～3：10      

午前9：00～9：20      

午前9：30～9：50      

午前10：00～10：20      

午前10：30～10：50      

午前11：00～11：20      

午前11：30～12：00      

午後1：20～2：00      

午後2：10～2：30      

午後2：40～3：00      

午前9：30～10：30      

午前10：45～11：30      

午後1：00～3：00      

午前9：30～10：30      

午前10：45～11：30      

午後1：00～2：00      

午後2：15～3：00      

午前9：30～11：30      

午後1：00～3：00      

午前9：30～10：00      

午前10：15～10：30      

午前10：45～11：15      

午前11：30～12：00     

御
　
　
坂
　
　
町

一
　
宮
　
町

芦
 
川
 
町

新上宿公民館     

戸倉公民館     

十郎出荷所     

林業センター     

梶原公知宅前     

坂野公民館前出荷場     

道駒公民館     

東部公民館     

八反田公民館     

下黒駒公民館     

成田公民館     

下成田公民館     

下井之上集落センター     

二之宮公民館     

金川原公民館     

井之上公民館     

夏目原公民館     

栗合公民館     

南コミュニティセンター     

室部公民館     

神有公民館     

大野寺公民館     

二階公民館     

尾山公民館     

下野原公民館     

蕎麦塚公民館     

八千蔵コミュニティーセンター 

田中公民館     

竹原田公民館     

甲斐奈神社     

市之蔵果実組合     

塩田果実組合     

笛吹農協一宮第六統合共選所     

　  果実組合     

末木果実組合     

笛吹農協一宮第三統合共選所     

上芦川諏訪神社     

新井原公民館     

ふるさと総合センター     

鶯宿公民館    

イ 

石和町と八代町の太字になっている会場は、 
昨年の会場とは異なりますので、ご注意ください。 
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1
月
10
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
市

消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

岡
団
長
が
団
員
に
訓
示
を
行
っ
た
 

後
、
山
梨
県
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

な
ど
の
表
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
県
消
防
団
員
操
法
大
会
に

出
場
し
た
御
坂
分
団
と
一
宮
分
団
 

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小

型
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
放
水
を
披
 

露
。
全
国
大
会
に
出
場
し
た
笛
吹
市

女
性
消
防
隊
も
そ
の
腕
前
を
披
露
し

ま
し
た
。
 

  

1
月
21
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

で
、
石
和
中
学
校
3
年
生
に
よ
る
 

「
荻
野
市
長
さ
ん
と
語
る
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
生

徒
た
ち
に
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
よ
り
よ
い
市
に
す
る
た
め

に
貢
献
し
て
い
く
態
度
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
 

す
。
 

生
徒
た
ち
は
、
事
前
に
ま
と
め
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
質
問
な
ど
を
発

表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
荻
野
市
長
が

市
政
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

荻
野
市
長
か
ら
人
生
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

安
心
安
全
へ
の
誓
い 

新
た
に 

 笛
吹
市
消
防
団
出
初
式

サ
ッ
カ
ー
で
交
流 

 第
2
回
羽
中
田
昌
杯

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

中
学
生
が
笛
吹
市
の 

未
来
に
つ
い
て
考
え
る 

 荻
野
市
長
さ
ん
と
語
る
会

1
月
23
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

2
回
羽
中
田
昌
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
 

は
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
カ
マ
タ
マ

ー
レ
讃
岐
」
前
監
督
羽
中
田
昌
さ
ん

の
後
援
会
「
甲
斐
之
國
桃
羽
会
」
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。
 

県
内
か
ら
8
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

笛
吹
市
か
ら
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
エ
ル
フ
シ
ュ
リ
ッ
ト

一
宮
が
、
5
年
生
の
部
で
優
勝
、
6

年
生
の
部
で
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
羽
中
田
さ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
に
サ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

1
月
4
日
、
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
平
成
21
年
中
の
叙
勲
・
大
臣
表
彰

や
県
政
功
績
受
賞
者
を
招
待
し
、
受

賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
受

賞
日
順
・
敬
称
略
）
 

 
■
叙
勲

○
旭
日
単
光
章
 

古
屋
　
芳
正（
春
日
居
町
別
田
）
 

○
瑞
宝
小
綬
章
 

前
嶋
　
傳
市（
御
坂
町
尾
山
）
 

三
澤
　
弘
毅（
一
宮
町
一
ノ
宮
）
 

○
瑞
宝
双
光
章
 

市
川
　
敬
司（
石
和
町
河
内
）
 

宮
澤
　
武
夫（
八
代
町
北
）
 

○
瑞
宝
単
光
章
 

野
澤
　
靖
夫（
石
和
町
松
本
）
 

相
澤
　
　
泰（
御
坂
町
上
黒
駒
）
 

北
山
　
健
夫（
春
日
居
町
別
田
）
 

 
■
大
臣
表
彰

○
環
境
大
臣
表
彰
・
文
部
科
学
大
臣

表
彰
 

杉
原
　
　
廣（
石
和
町
川
中
島
）
 

○
文
部
科
学
大
臣
表
彰
 

村
松
　
敏
子（
一
宮
町
金
田
）
 

○
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
 

樋
泉
　
一
位（
石
和
町
市
部
）
 

山
下
　
安
廣（
石
和
町
川
中
島
）
 

○
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
 

代
永
　
清
澄（
春
日
居
町
桑
戸
）
 

森
澤
　
哲
夫（
石
和
町
中
川
）
 

○
法
務
大
臣
表
彰
 

小
澤
　
昌
樹（
一
宮
町
坪
井
）
 

 
■
県
政
功
績

○
地
方
自
治
 

渡
邊
　
國
男（
石
和
町
今
井
）
 

山
本
　
富
貴（
春
日
居
町
鎮
目
）
 

辻
　
　
康
雄（
春
日
居
町
国
府
）
 

○
産
業
 

荻
野
　
勇
夫（
石
和
町
井
戸
）
 

河
野
東
洋
男（
御
坂
町
夏
目
原
）
 

○
教
育
文
化
 

土
屋
　
金
蔵（
石
和
町
市
部
）
 

谷
口
　
一
夫（
八
代
町
南
）
 

新
春
交
歓
会
を
開
催 

 

1
月
10
日
、
市
内
7
カ
所
の
会
場

で
「
笛
吹
市
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
笛
吹
市
新
成
人
は
、

7
3
1
人
で
す
。
 

式
典
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
代
表
者
が
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
は
、

近
況
報
告
を
行
っ
た
り
、
恩
師
と
一

緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
な

ど
、
新
成
人
た
ち
は
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

新
成
人
の
誓
い 

笛
吹
市
成
人
式
　

団旗を掲げる市消防団員 

誓いの言葉を述べる奥山翔太さん（春日居会場） 受賞者を囲んでの新春交歓会 

研修会には市消防団員約300人が参加 

羽中田昌さんとエルフシュリット一宮 
メンバー 

市政について説明する荻野市長 

試合で親睦を深める選手たち 
 

1
月
20
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
山
梨
県
消
防
協
会
笛
吹

支
部
主
催
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
推
進
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
23

年
6
月
1
日
か
ら
一
般
住
宅
で
の
設

置
が
義
務
に
な
り
ま
す
。
 

参
加
し
た
市
消
防
団
員
は
、
講
師

の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
 

 市
消
防
団
員
が 

研
修
会
に
参
加 

 住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

推
進
研
修
会

引
き
継
が
れ
る
伝
統 
の
大
会 

 高
南
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
月
1
日
、
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
、
高
南
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

戦
後
か
ら
続
く
こ
の
大
会
は
、
45

歳
以
上
の
市
民
で
構
成
さ
れ
る
八
代

町
南
地
区
2
チ
ー
ム
と
高
家
地
区
1

チ
ー
ム
が
、
親
睦
や
体
力
づ
く
り
を

兼
ね
て
、
元
日
・
春
・
秋
と
年
3
回

開
催
し
て
い
る
大
会
で
す
。
 

元
日
か
ら
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

た
参
加
者
は
、
伝
統
を
守
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
全
体
で
協
力
し

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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～辻村深月氏プロフィール～

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

3
月
11
日（
木
）・
25
日（
木
） 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
 

3
月
4
日（
木
）・
18
日（
木
） 
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

3
月
6
日（
土
）・
13
日（
土
）・
27

日（
土
） 

午
前
11
時
・
午
後
2
時
か
ら
 

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
 

3
月
7
日（
日
）
午
前
11
時
か
ら
 

●
八
田
家
書
院
お
ひ
な
さ
ま
お
は
な

し
会
 

3
月
30
日（
火
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

3
月
9
日（
火
）・
23
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

3
月
6
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
 

3
月
19
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

3
月
3
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

3
月
17
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

3
月
13
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

　
〜
お
は
な
し
会
〜
 

3
月
7
日
（
日
）
・
14
日
（
日
）
・

28
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

3
月
12
日（
金
）・
26
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

3
月
21
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
 

●
朗
読
発
表
会
 

3
月
6
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

3
月
6
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼

児
向
け
）
 

3
月
9
日（
火
）・
30
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小

学
生
向
け
）
 
 

3
月
13
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

3
月
20
日（
土
） 
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

3
月
27
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

23
日（
火
）・
29
日（
月
）
 

●
御
坂
図
書
館
 

3
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17
日（
水
）・

24
日（
水
）・
31
日（
水
） 

●
一
宮
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
29
日（
月
）・
31
日（
水
） 

●
八
代
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
29
日（
月
）・
31
日（
水
） 

●
境
川
図
書
室
 

4
日（
木
）【
蔵
書
点
検
】・
7
日（
日
） 

・
14
日（
日
）・
21
日（
日
）・
22
日（
月
） 

・
28
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

23
日（
火
）・
29
日（
月
）・
31
日（
水
） 

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

昭和55年生まれ。千葉大学教育学部を卒業。平成
16年に著書「冷たい校舎の時は止まる」で第31回メフィ
スト賞を受賞。平成22年、第142回直木賞候補。

～増田昭一氏プロフィール～

小学生の子ども館長を募集します。図書館の仕事
を体験してみませんか。
■日時　　　3月7日（日）午前9時30分～午後3時
■場所　　　石和図書館
■申込締切　3月6日（土）までに石和図書館へお申

し込みください。

アメリカネバダ州立大学で、音楽と教育学を学んだ「ピアニカ王子」
がやってきます。想像力をかきたてるマジックと演奏をお楽しみください。
大人だけの参加も大歓迎です！　　　　 
■日時　　3月7日（日）　午前10時から
■場所　　スコレーセンター　集会室
■入場料　無料

～石和子どもまつり～

もう一度、命の大切さ・人に対する思
いやりの心を考えてみませんか…。
戦争を体験した方からのメッセージを
感じてください。
■日時
○講演会　3月21日 （日）　午後2時から
○原画展　3月21日 （日）～28日（日）
　　　　　午前10時～午後5時　
　　　　　（21日（日）の原画展は午後1
　　　　　時から）
■場所　　石和図書館　読書室　　■入場料　無料

先日、第142回直木賞候補に選ばれた「ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ」の著者辻村
深月氏（旧石和町出身）が、全国に先駆けて、地元でトークショーを行います。ファ
ンの方や応援されている方は、ぜひご来場ください。当日はサイン会もあります。
■日時　　3月20日 （土）　午後1時30分から　
■場所　　スコレーセンター　集会室
■入場料　無料　
※ただし、整理券が必要です。御坂図書
館では3月1日（月）から、他の館では2
日（火）から、それぞれ午前10時に整理
券配布を始めます。（1人2枚まで）

昭和3年、神奈川県小田原市出身。
昭和20年、大学入試のため家族の
いる満州（当時）に渡る。現地で戦
闘に巻き込まれ、難民収容所で孤
児たちと生活する。その後、帰国
して教員となり、昭和60年に退職。
著書は「金のひしゃく」、「北満の
星くずと散った子供たち」など。

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

3
月
13
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
 

3
月
3
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17

日（
水
）・
24
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
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